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合併記念式典が開催されました � ３

栃木市の市章決定 � ４

敬老の日記念　市長が慶賀訪問 � ５

人事行政の運営等の状況（概要） � ６～７

★主な内容

ロゴ解説：笑顔であふれるまちの誕生のイメージ　　芽…誕生　ピンク…桜　赤…いちご　水色…渡良瀬遊水地　紫…ぶどう

「祝合併記念」　とちぎ秋まつりが11月13日（土）、14日（日）に開催されます。（12日 こども山車まつり開催）



募集職種　看護職員・介護職員・機能訓練指導員・宿直員等
必要資格　看護師・准看護師・介護福祉士等（無資格者でもやる気のある方歓迎します。）
雇用形態　常勤スタッフ及びパートスタッフ　
募集人員　看護師、准看護師４名・介護職員20名・機能訓練指導員１名・宿直員若干名
仕事内容　ユニット型特別養護老人ホーム・併設ユニット型短期入所生活施設におけるユニットケア
勤務時間　9：00～18：00（シフト勤務制・土日祝勤務有・早遅夜勤等有）　休日　４週８休
給 与 等　当法人規程による（職種・経験等により優遇します。）賞与年２回、昇給年１回、有給休暇有り、
　　　　　　交通費支給・その他手当（業務･住宅･扶養･超過勤務･夜勤手当等）

オープニングスタッフ募集 平成23年春に栃木市皆川城内町に開設予定の施設です。

完
成
イ
メ
ー
ジ

特別養護老人ホームみながわ桜園

開設予定地　栃木市皆川城内町520番地

連絡先　栃木県芳賀郡茂木町大字烏生田330番地

開設準備室  ℡ 0285－64－1317

担当　近澤　（詳細はお気軽にお問い合わせ下さい。）

社会福祉法人　松徳会　理事長　松田　源一

“ 交響曲第九の鑑賞 ”“ 地域恒例のイベント ”
各地域で、見ごたえのあるイベント等が開催されます。ぜひ、お越しください。

問合先・｢ピアノとヴァイオリンの調べ｣ ＆ ｢みんなで第九を楽しもう !!｣

 （都 生涯学習課　☎27－5050　関連記事15ページに掲載）

・まるまるまるごと つがまつり（都 地域振興課　☎29－1100）

・おおひら産業祭（大 産業振興課　☎43－9213　関連記事14ページに掲載）

・よさこい藤岡パレード（藤 産業振興課　☎62－0906　関連記事13ページに掲載）

11月７日㈰
まるまるまるごと つがまつり

11月28日㈰
よさこい藤岡パレード

11月３日（水・祝）
｢ピアノとヴァイオリンの調べ｣ ＆ ｢みんなで第九を楽しもう !!｣

11月27日㈯、28日㈰
おおひら産業祭
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輝
か
し
い
未
来
へ
の
門
出
を
祝
し
て

　
10
月
２
日
㈯
、
栃
木
文
化
会
館
で
合
併
記
念
式
典

が
、
総
務
大
臣
（
代
理
）
を
は
じ
め
、
県
知
事
、
県

議
会
議
長
、
国
会
議
員
、
県
議
会
議
員
、
近
隣
首
長
・

議
長
等
の
来
賓
や
市
行
政
関
係
者
、
自
治
会
、
消
防

団
等
の
総
勢
約
９
２
０
人
の
皆
さ
ん
の
出
席
の
も
と

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
合
併
記
念
式
典
は
、
栃
木
県
立
栃
木
翔
南
高
校
音

楽
部
に
よ
る
新
市
の
門
出
に
ふ
さ
わ
し
い
華
や
か
な

演
奏
で
開
会
。
式
典
で
、
鈴
木
市
長
は
「
各
市
町
が

そ
れ
ぞ
れ
守
り
育
て
て
き
た
多
種
多
様
な
資
源
や
良

さ
を
い
か
し
つ
つ
、
互
い
に
連
携
し
支
え
あ
い
な
が

ら
、
渾
然
一
体
と
な
っ
て
、
新
生
〝
栃
木
市
〞
の
躍

進
に
向
け
て
、
総
力
を
結
集
し
て
ま
い
り
た
い
」
と

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
来
賓
祝
辞
、
合
併

功
労
者
総
務
大
臣
表
賞
・
感
謝
状
贈
呈
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
合
併
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
（
旧
栃
木
市
・

大
平
町
・
藤
岡
町
・
都
賀
町
）
の
特
色
等
を
紹
介
し

た
映
像
の
上
映
、
春
風
亭
柳
橋
師
匠
の
落
語
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
式
典
に
お
い
て
、
新
市
の
顔
・
シ
ン
ボ
ル
で

あ
る
〝
市
章
〞
が
初
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
新
生
栃
木

市
の
市
章
は
、
２
〜
３
月
に
デ
ザ
イ
ン
の
公
募
を
行

い
、
総
数
１
，０
１
８
件
の
応
募
の
中
か
ら
、
新
市

市
章
選
定
委
員
会
の
議
論
・
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を

重
ね
て
決
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。
デ
ザ
イ
ン
を
考
案

し
た
石
川
悦
史
氏
（
栃
木
市
）
に
は
市
長
か
ら
賞
状

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

 

（
関
連
記
事
４
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

栃木市
合併記念式典
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栃木市の市章決定！
　選定作業を進めていました栃木市の市章が図のとおりに決定しました。

市章デザイン公募入賞者 （敬称略）
【最優秀賞】
　石川悦史（栃木市） №５
【優秀賞】
　坂本弘（栃木市） №１
　飯田由紀男（栃木市） №２
　田村千晶（栃木市） №３
　和田明広（千葉県市川市） №４
　岩倉隆行（鹿児島県霧島市） №８
※№は下記アンケート結果の表の作品
№の通りです。

【決定までの経緯とアンケート結果】

　２～３月のデザイン公募に対し、応募総数は1,018点にのぼりました。その後、新市市章選定委員会で候補を９点に絞り、５～

６月に市民アンケートを実施しました。（アンケート結果は下表の通りです）このアンケート結果等を参考にして、選定委員会で

最終候補（市章候補）を選定しました。市ではこの結果を受けて、市章および市章をあしらった市旗を制定しました。

作品№ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

無効票 計
作品

得票数 329 317 375 561 1,863 213 104 579 167 78 4,586

順位 ５ ６ ４ ３ １ ７ ９ ２ ８ ―

◎国士舘高校　五十畑涼亮さん

　８月22日・23日、シンガポールで開催された「第１回ユースオリン

ピック競技大会」男子柔道100㎏級（90～100㎏）に出場した国士舘高

校２年の五十嵐涼亮さん（栃木市出身）が優勝しました。

　五十嵐さんは、栄えある第１回の選手団主将という大役を任され、

チームジャパンを取りまとめました。

　今後は、2016年に開催されるリオデジャネイロオリンピックを目指

し精進していくと抱負を述べていました。

◎学悠館高校定時制課程　金子智美さん

　８月17日～20日、神奈川県小田原市で開催された「平成22年度（第

12回）全国高等学校定時制通信制体育大会バドミントンの部」女子個

人戦で学悠館高校定時制課程の金子智美さん（２年）が優勝しまし

た。

　金子さんは、昨年の個人戦では惜しくも決勝で涙を呑み準優勝とな

りましたが、今大会で見事優勝の栄冠を勝ち取りました。

◎山崎晃生さん（大宮町）・中村拓郎さん（惣社町）

　10月から２年間青年海外協力隊の一員として派遣されます。

　山崎氏はフィリピン共和国ネグロス島のサガイ市計画開発事務所

で、ごみの減量化や自然保護に対する啓発活動に取り組みます。また、

中村氏はサモア独立国環境保全局国立公園・自然保全区で、自然保全

区の維持管理活動の支援を行います。

　２人ともに、環境教育で国際貢献されることを期待しています。

国内・全世界の各分野で大活躍 !!

　緑色の４本のラインは「自然」、「歴
史」、「地域」、「人」を表し、青色はこれ
らがひとつとなった大河の流れを、その
先にあるオレンジの円は輝かしい未来と
人々の情熱を表しています。いままでの
歴史を受け継ぎ、明るい未来へと続くイ
メージを栃木市の「と」の文字をモチー
フに表現しました。
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【
１
０
０
歳
に
な
る
方
】

　
敬
老
の
日
を
記
念
し
、
県

内
最
高
齢
者
の
飯
塚
ア
キ
さ

ん
（
１
１
０
歳
）
お
よ
び
、

今
年
度
中
に
１
０
０
歳
に
な

る
高
齢
者
（
19
人
）
を
市
長

が
訪
問
し
、
祝
詞
と
敬
老
祝

金
を
贈
り
長
寿
を
祝
い
ま
し

た
。 

（
敬
称
略
）

【
県
内
最
高
齢
者
】

飯塚　アキ
（藤岡町都賀）

小林　ヤス
（小野口町）

大橋　ヨシ
（川原田町）

大島　平八
（大宮町）

江田　タキ
（大宮町）

若林　マサ
（神田町）

巻島　好
（片柳町１丁目）

田村　サキイ
（箱森町）

田口　フキ
（錦町）

高田　フミ
（箱森町）

直井　律
（大平町上高島）

森田　やす
（大平町上高島）

小林　キイ
（大平町西山田）

市村　榮子
（大平町榎本）

小林　ミナ
（大平町西野田）

渡邉　キク
（都賀町木）

渡邉　アキ
（都賀町家中）

金岡　アキ
（都賀町升塚）

石川　フミ
（都賀町大柿）

飯塚　キク
（藤岡町都賀）

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

▲鈴木市長と談笑する飯塚さん

11月号（ 5 ）



月号

１　職員数に関する状況

　　部門別職員数の状況と主な増減理由 （単位：人）

区分
部門

職員数 対前年
増減数

主な増減理由
年度 年度

一
般
行
政

議　　会 ▲ ５ １市３町による合併

総　　務 ▲ １市３町による合併

税　　務 ２ １市３町による合併

民　　生 １市３町による合併

衛　　生 ▲ １市３町による合併

労　　働 ０ 　

農林水産 ▲ ６ １市３町による合併

商　　工 ４ １市３町による合併

土　　木 ２ １市３町による合併

小　　計 ▲ ６ 　

行
政

特
別

教　　育 ▲ ８ １市３町による合併

小　　計 ▲ ８ １市３町による合併

普通会計 ▲ 　

企
業
等

公　

営

水　　道 ▲ ２ １市３町による合併

下 水 道 ▲ １ １市３町による合併

そ の 他 ▲ １市３町による合併

小　　計 ▲ 　

合　　計 , , ▲ 　

※平成 年度は１市３町を合算した数値です。

２　職員の給与に関する状況

　⑴人件費の状況（普通会計決算）

区分
住民基本台帳人口
（H 年度末）

歳出額
（A）

実質収支
人件費
（B）

人件費率
（B/A）

前年度
人件費率

年度
人

　 ,   
千円

　 , ,
 千円

　 , ,
千円

　 , ,
％

 .
　　　　％
－

※人件費（Ｂ）には、職員給料・手当のほか、事業費支弁職員人件費、議員、各種委員、特別職の給与、報酬が含まれます。

⑵職員給与費の状況（普通会計予算）

区分
職員数
（A）

給　　　　　　与　　　　　　費 １人当たり給与費
（B/A）給　　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）

年度  , ,  千円 ,  千円 , ,  千円 , ,  千円 ,  千円

※１　職員手当には退職手当を含みません。　　※２　給与費は当初予算計上額です。

（  ）

人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
（
概
況
）

　

栃
木
市
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
平
成

年
度
の
栃
木
市
の
人
事
行
政
運
営
等
の
状
況
に
つ
い
て
、
概
要
を
次
の
と
お
り

公
表
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◇
問
合
先　

本　

人
事
課　

☎
（ ）
２
２
３
１

　⑶職員の平均給料月額および平均年齢

（平成 年４月１日現在）

平均給料月額 平均年齢

一般行政職 ,  円 .  歳

技能労務職 ,  円 .  歳

※一般行政職とは、戸籍、年金等の受付や福祉、

経理等の業務に従事する事務職員と土木建築等

の設計監理業務などに従事する技術職員です。

※技能労務職とは、自動車運転手、清掃作業員、

道路補修作業員や給食調理員などです。

⑷職員の初任給の状況

（平成 年４月１日現在）

区　　　分 給料月額

一般行政職
大学卒 ,  円

高校卒 ,  円

技能労務職 高校卒 ,  円

※一般行政職には行政職給料表が、技能労務職に

は技能労務職給料表が適用され、異なった給与

体系になっています。

月号（  ）

⑸職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 （平成 年４月１日現在）

区　　分 経験年数 年 経験年数 年 経験年数 年

一　般
行政職

大学卒 ,  円 ,  円 ,  円

高校卒 ― ,  円 ,  円

※経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数をいいます。

⑹一般行政職の級別職員数の状況 （平成 年４月１日現在）

区　　　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 計

標準的な職務内容 主事 主事 主任 主査 副主幹 課長補佐 課長 部長 　

職　員　数

構　成　比 . % . % . % . % . % . % . % . % . %

　⑺職員手当の状況 （平成 年４月１日現在）

種類 支給額等

扶
養
手
当

◇支給対象者

１　配偶者

２　満 歳に達する日以後の最初の３月

日までの間にある子、孫および弟妹

３　満 歳以上の父母および祖父母

４　重度心身障がい者

◇支給額（月額）

配　偶　者 ,  円

配偶者以外 １人につき ,  円

職員に配偶者がない
場合は、そのうち１
人目について

,  円

満 歳の年度初めから満
歳の年度末までの子

人につき
,  円加算

住
宅
手
当

◇支給対象者

住宅を借り受け、月額 , 円を超える

家賃を支払っている職員

◇支給額（月額）

借　　家 ,  円以内

通
勤
手
当

◇支給対象者

１　交通機関等を利用する職員

２　自動車等を利用する職員

◇支給額（月額）

交通機関等利用 , 円以内

自動車等使用
（通勤距離に応じ）

, 円～　

, 円まで

時
間
外
勤
務
手
当

正規の勤務時間を超えて勤務した職員に支給

・勤務日における時間外勤務１時間につき

当該職員の時間単価× ／

・週休日における時間外勤務１時間につき

当該職員の時間単価× ／

・午後 時から翌日の午前５時までの間で

ある場合は、その割合に ／ 分を加

算した割合

種類 支給額等

期
末
手
当
・
勤
勉
手
当

　 期末手当 勤勉手当 計

６月期 .  月分 .  月分 .  月分

月期 .  月分 .  月分 .  月分

計 .  月分 .  月分 .  月分

勤勉手当の支給月数（管理監督職を除く）

は、成績標準者に係るものです。

（職制上の段階、職務の級等による加算措

置有）

退
職
手
当

勤続年数
支給率

自己都合 勧奨・定年

勤続 年 .  月分 .  月分

勤続 年 .  月分 .  月分

勤続 年 .  月分 .  月分

最高限度額 .  月分 .  月分

定年前早期退職特例措置として、２～ ％

の加算があります。

　⑻特別職の報酬等　

区　分 報酬等月額

市　長  万円

副市長  万円

議　長 .  万円

副議長 .  万円

議　員 .  万円

３　公平委員会の業務の状況

　下記の⑴～⑶すべて該当なし

⑴勤務条件に関する措置の要求の状況

⑵不利益処分に関する不服申立ての状況

⑶職員からの苦情の処理の状況



11月号 （ 8 ）

デジタル化対応への
　助成金制度のお知らせ

・集合住宅

・ビル陰障害

　　について

パート・マンションなどの共同住宅の共同受信施設をデジタル化する際、世
帯あたりの経費が３万５千円を超える次の場合は、国の助成を受けることが
できます。　 申込みはデジサポ栃木まで　１２/２８（火）締切り

・共聴施設をデジタルに改修する場合

・共聴施設をケーブルテレビに切り換えてデジタル化する場合

（世帯あたり助成額の例）最大で１／２の助成となります。

デジタル化に必要な世帯あたりの経費 申請者負担額 助成額

３．５万円の場合 ３５，０００円 ０円

５万円の場合 ３５，０００円 １５，０００円

７万円の場合 ３５，０００円 ３５，０００円

１０万円の場合 ５０，０００円 ５０，０００円

・世帯あたりの経費が3.5万円以下の場合は助成制度対象外です。

・ケーブルテレビに切り替え

る場合は、共聴施設を「改

修」する場合の助成額を上

限として助成します。

ル陰等の受信障害対策のため共同受信施設（共聴施設）をデジタル化する際、
国の助成を受けることができます。

申込みはデジサポ栃木まで　１１/３０（火）締切り

・共聴施設をデジタルに

　　　　　　　　改修する場合

・共聴施設をケーブルテレビに

　　　　　　　切り替える場合

（助成額の例）デジタル化に必要な経費の１／２の助成となります。

デジタル化に必要な経費 申請者負担額 助成額

２０万円の場合 １０万円 １０万円

５０万円の場合 ２５万円 ２５万円

１００万円の場合 ５０万円 ５０万円

・ ケーブルテレビに切り換える場合は、共聴施設を「改修」

する場合の助成額を上限として助成します。

電波の到来方向 アナログ放送の
受信障害対策共
聴施設をデジタ
ル化する場合

高層

建築物

受信障害世帯

アナログ放送の受信障害対策共聴施設
をケーブルテレビへ切り換える場合

ケーブルテレビ局

～ 集合住宅や受信障害対策共聴のデジタル化改修等をサポートします～

上記の助成金の申込先は、「デジサポ栃木」までお申込みください。

電話　　　　０２８－３３３－３３３１
（平日　午前９時～午後９時／土・日・祝日　午前９時～午後６時）

デジサポでは、デジタル放送を受信いただくために、以下の活動を実施しています。

○高齢者・障がい者の世帯を中心に戸別訪問し、テレビについて丁寧に説明します。

○自治会、町内会、福祉施設等を訪問し、地デジの基礎から説明します。

○電波が弱い地点は、受信状況を調査し、必要に応じ訪問対応します。

地デジについてわからないときは、まず、デジサポ栃木までご連絡ください。

ア

ビ



11月号（ 9 ）

警　察 

検察庁 家庭裁判所 裁判所 

少年院 刑務所 

保護観察所 

保護観察 

保護監察官 保護司

（犯罪をした人、非行少年）

（仮釈放） （仮退院）

実　刑
保護観察付執行猶予 保護観察

（少年院送致）

　犯罪や非行をした人が、地域の中で生活しながら、国家

公務員である保護監察官や地域ボランティアである保護司

の指導・助言を受け、立ち直りを図ろうとする制度です。

■有職者と無職者の再犯状況の比較（平成21年）

無職者の再犯率

34.2％

有職者の再犯率

7.4％
※法務省資料による

➡

ご存知ですか？　更生保護
～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ

◇更正保護とは

　犯罪や非行をした人のほとんどは、いずれは社会に帰って来ます。彼らが自らの過ちと真摯に向き合い

再び犯罪に手を染めないよう、その立ち直りを支える制度が『更正保護』です。

☆立ち直りを支える地域のチカラ

　更正保護の活動は、関係者だけではなく、多くの方々のチカラが必要です。皆さんのご協力をお願いし

ます。

 ＢＢＳ会 

　様々な問題を抱える少年と、兄や

姉のような身近な存在として接しな

がら、少年が健全に成長できるよう

支援し、犯罪や非行のない地域を目

指す青年ボランティアです。

 更正保護女性会 

　更正保護施設へのサポート活動、

子育て支援活動など、幅広い活動を

展開し、犯罪や非行の防止と罪を犯

した人の立ち直りを支援するボラン

ティア団体です。

 協力雇用主 

　保護観察中の人を前歴にこ

だわらず積極的に雇用するこ

とで、その立ち直りに協力す

る民間の事業者です。

問合先　宇都宮保護観察所　☎028－621－2271・市役所福祉トータルサポートセンター　☎21－2501

 更正保護施設 

　犯罪や非行をした人のうち、帰る場所

のない人たちに対して宿泊場所や食事の

提供、生活相談、就労支援、社会生活に

適応させるための指導を行っています。

犯してしまった罪をつぐない、社会の一員として立ち直ろうとするには、本人の強い意志や行政機

関の働き掛けのみならず、地域社会の理解と協力が不可欠です。我が国では、保護司、更生保護施設

を始めとする更生保護ボランティアと呼ばれる人たちの他、更生保護への理解と協力の下、関係機関・

団体との幅広い連携によって更生保護は推進されています。

警　察 

検察庁 家庭裁判所 裁判所 

少年院 刑務所 

保護観察所 

保護観察 

保護監察官 保護司

（犯罪をした人、非行少年）

（仮釈放） （仮退院）

実　刑
保護観察付執行猶予 保護観察

（少年院送致）

　犯罪や非行をした人が、地域の中で生活しながら、国家

公務員である保護監察官や地域ボランティアである保護司

の指導・助言を受け、立ち直りを図ろうとする制度です。

■有職者と無職者の再犯状況の比較（平成21年）

無職者の再犯率

34.2％

有職者の再犯率

7.4％
※法務省資料による

➡



月号（  ）

本庁・各総合支所の
所在地と電話番号等

本…本庁
〒 －
入舟町 －
☎ －

大…大平総合支所
〒 －
大平町富田
☎ －

藤…藤岡総合支所
〒 －
藤岡町藤岡 －
☎ －

都…都賀総合支所
〒 －
都賀町家中 －
☎ －

インフォメーション

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機

設
置
費
を
補
助
し
ま
す
！

～～～～～ ～～～～～

〒３２８－００３５　栃木市旭町１９番１６号　栃木文化会館斜め前
ＴＥＬ ０２８２－２４－２５５５　ＦＡＸ ０２８２－２２－５３２１（24h受付）

E-mail：sayama-t@amber.plala.or.jp

□　不動産売買・贈与・相続登記・遺言書作成・離婚・内容証明書作成
□　会社設立・役員変更登記・裁判所への提出書類の作成
□　建物新築・滅失登記・土地測量・分筆登記　など

（認定）司法書士・（ＡＤＲ認定）土地家屋調査士・行政書士

うれしい♡楽しい♡幸せ

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
「
ご
み
リ
サ
イ

ク
ル
」
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
き
、
家
庭
の
生
ご
み
の
「
資
源

化
・
減
量
化
」
に
ご
協
力
を
い
た
だ

く
た
め
に
、
生
ご
み
処
理
機
の
購
入

費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

◇
電
気
式
生
ご
み
処
理
機

○
補
助
額　

購
入
費
の
２
分
の
１

○
補
助
限
度　

上
限
２
０
，
０
０
０

円
。
１
世
帯
１
基
ま
で

◇
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器

◇
堆
肥
化
促
進
剤
専
用
容
器

○
補
助
額　

購
入
費
の
３
分
の
２

○
補
助
限
度　

上
限
５
，０
０
０
円
。

１
世
帯
２
基
ま
で

☆
共
通
事
項　

◇
補
助
の
対
象
と
な
る
方

○
市
内
に
お
住
ま
い
の
方

○
堆
肥
を
自
家
処
理
で
き
る
方

○
市
税
を
完
納
し
て
い
る
方

○
購
入
後
６
か
月
以
内
の
方

◇
そ
の
他　

購
入
前
に
申
請
書
等
を

取
り
寄
せ
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
等

は 

本 

環
境
課
、
各
総
合
支
所
市
民

生
活
課
に
あ
り
ま
す
。

◇
問
合
先　

本　

環
境
課　

☎
（ ）
２
６
０
１

民
間
木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
一
層

推
進
す
る
た
め
、

月
１
日
か
ら
こ

れ
ま
で
の
耐
震
診
断
を
『
簡
易
な
耐

震
診
断
』
と
『
補
強
計
画
策
定
』
に

分
け
て
ご
利
用
で
き
る
制
度
に
変
わ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
申
請
手
続
き
、

添
付
書
類
も
簡
素
化
さ
れ
ま
し
た
。

◇
補
助
対
象
住
宅　

昭
和

年
５
月

日
以
前
の
旧
耐
震
基
準
で
建
築

さ
れ
、
賃
貸
を
目
的
と
し
な
い
木

造
２
階
建
以
下
の
住
宅
（
住
宅
以

外
の
部
分
の
床
面
積
が
延
床
面
積

の
２
分
の
１
以
下
の
併
用
住
宅
を

含
む
）

◇
補
助
対
象
者　

補
助
対
象
住
宅
を

所
有
し
、
過
去
に
耐
震
診
断
の
補

助
を
受
け
た
こ
と
が
な
く
（
耐
震

診
断
を
実
施
し
た
後
に
補
強
計
画

策
定
を
す
る
場
合
を
除
く
）、
税

金
を
完
納
し
て
い
る
個
人

◎
耐
震
診
断
（
耐
震
性
を
確
認
す
る

簡
易
な
診
断
）

◇
補
助
内
容　

耐
震
診
断
士
が
行
う

耐
震
診
断
に
要
す
る
費
用
の
３
分

の
２
（
限
度
額
２
万
円
）
を
補
助

し
ま
す
。（
自
己
負
担
は
１
万
円
。

た
だ
し
、
住
宅
の
図
面
が
な
い
場

合
は
別
途
費
用
が
か
か
り
ま
す
）

◎
補
強
計
画
策
定
（
耐
震
診
断
の
結

果
に
基
づ
き
策
定
す
る
補
強
提

案
）

◇
補
助
内
容　

耐
震
診
断
機
関
が
行

う
補
強
計
画
策
定
に
要
す
る
費
用

の
３
分
の
２
（
限
度
額
８
万
円
）

を
補
助
し
ま
す
。

※
耐
震
改
修
工
事
に
対
す
る
補
助
制

度
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。（
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
等
は
補

助
の
対
象
外
）

◇
問
合
先

本　

建
築
指
導
課

☎
（ ）
２
６
２
７

大　

都
市
整
備
課

☎
（ ）
９
２
１
５

藤　

都
市
建
設
課

☎
（ ）
０
９
０
８

都　

都
市
建
設
課

☎
（ ）
１
１
０
５

　

平
成

年
４
月
に
、
私
立
の
高

校
・
短
期
大
学
・
大
学
に
入
学
す
る

た
め
、
入
学
金
や
入
学
時
の
施
設
・

整
備
費
等
の
資
金
が
必
要
な
方
に
、

資
金
の
融
資
を
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。

◇
対
象

　

入
学
予
定
者
の
保
護
者
で
次
を
す

べ
て
満
た
す
方

○
市
内
に
１
年
以
上
在
住

○
市
税
を
完
納
し
て
い
る

○
償
還
が
確
実
な
方
（
融
資
基
準
に

適
合
す
る
方
）

◇
融
資
限
度
額　

　

入
学
時
に
一
括
し
て
納
入
す
る
入

学
金
、
施
設
・
整
備
費
等
の
範
囲
で

次
の
額

○
高
校 

 

万
円

○
短
大
・
大
学 

１
０
０
万
円

◇
返
済
方
法

　

高
校
３
年
、
短
大
２
年
、
大
学
４

年
以
内
を
返
済
期
間
と
し
、
毎
月
元

利
均
等
償
還
（
借
り
た
日
の
翌
月
か

ら
３
か
月
据
置
き
）

◇
金
利
等　

年
利
２
・
８
％
予
定

※
利
子
の
一
部
（
約
２
％
）
を
市
が

補
助
し
ま
す

◇
申
込
受
付
期
間

　

月
１
日
㈪
〜

 

平
成

年
３
月
７
日
㈪

◇
申
込
・
問
合
先

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

 

☎
（ ）
２
７
１
１ 

大
平
教
育
支
所
学
校
教
育
課

 

☎
（ ）
９
２
１
８   

藤
岡
教
育
支
所
学
校
教
育
課

 

☎
（ ）
０
９
１
４

都
賀
教
育
支
所
学
校
教
育
課

 

☎
（ ）
０
８
０
１

木
造
住
宅
耐
震
診
断
の

補
助
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た

私
立
学
校
入
学
資
金
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

イ
ン
フ
ォ

　

メ
ー
シ
ョ
ン

月号

的
と
し
て
、
昭
和

年
か
ら

月
９

日
は
「
１
１
９
番
の
日
」
と
し
て
設

定
さ
れ
ま
し
た
。

平
成

年
中
の
栃
木
消
防
本
部
１

１
９
番
受
付
件
数
は
７
，
１
０
６
件

あ
り
、
そ
の
う
ち
間
違
い
・
い
た
ず

ら
は
約
８
％
の
５
８
４
件
で
し
た
。

１
１
９
番
に
か
け
間
違
え
て
し
ま
っ

た
時
は
電
話
を
切
っ
て
し
ま
わ
ず

に
「
間
違
え
ま
し
た
」
と
は
っ
き
り

伝
え
て
く
だ
さ
い
。
無
言
で
電
話
を

切
っ
て
し
ま
う
と
「
何
か
あ
っ
た
の

で
は
？
」
と
考
え
、
呼
び
返
し
を
し

て
確
認
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
サ
イ
レ
ン
を
止
め
て
来
て
ほ
し
い
」

と
い
う
ご
意
見
が
あ
り
ま
す
が
、
サ

イ
レ
ン
を
止
め
て
走
行
す
る
事
は
で

き
ま
せ
ん
。
救
急
車
や
消
防
車
は
緊

急
自
動
車
で
す
。
赤
色
灯
を
つ
け
、

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
走
行
す
る
よ

う
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

１
１
９
番
は
、
火
災
・
救
急
な
ど

の
災
害
を
通
報
す
る
専
用
回
線
で
す
。

◇
災
害
情
報
や
休
日
（
日
曜
・
祝
祭

日
）
当
番
医
の
問
合
先

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
☎
（ ）
９
９
９
９

◇
平
日
の
医
療
機
関
の
問
合
先

消
防
本
部
通
信
指
令
課
（
☎
（ ）
０

１
１
９
／
案
内
後
１
番
押
す
）
へ

☆
テ
レ
ビ
寄
贈

地
域
情
報
番
組
や
市
議
会
中
継
を

　

９
月

日
、
県
の
地
価
調
査
の
結

果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
毎
年
３
月
下
旬
に
発
表

さ
れ
る
国
土
交
通
省
の
地
価
公
示
と

共
に
土
地
取
引
の
目
安
と
な
る
も
の

で
、
毎
年
７
月
１
日
を
基
準
日
と
し

て
、
定
め
ら
れ
た
基
準
地
の
㎡
単
価

を
調
査
し
、
県
が
発
表
し
て
い
る
も

の
で
す
。

　

土
地
売
買
の
時
に
は
、
ま
ず
地
価

公
示
や
地
価
調
査
を
調
べ
ま
し
ょ
う
。

土
地
の
形
状
、
道
路
の
条
件
、
駅
か

ら
の
距
離
な
ど
土
地
の
条
件
を
基
準

地
と
比
較
す
れ
ば
、
対
象
地
の
お
お

よ
そ
の
地
価
が
わ
か
り
ま
す
。

　

地
価
公
示
・
地
価
調
査
は
、
ど
な

た
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。

◇
閲
覧
場
所　

本
都
市
計
画
課
、
大

地
域
振
興
課
、
藤
地
域
振
興
課
、
都

地
域
振
興
課
、
大
宮
公
民
館
、
皆
川

公
民
館
、
吹
上
公
民
館
、
寺
尾
公
民
館
、

国
府
公
民
館
、
市
内
各
図
書
館

◇
問
合
先

本　

都
市
計
画
課 

☎
（ ）
２
６
１
１

消
防
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
認

識
を
深
め
、
防
災
意
識
の
高
揚
、
地

域
ぐ
る
み
の
防
災
体
制
の
確
立
を
目

（  ）

●加入できる方は、国民年金の第１号被保険者
●国民年金にプラスにできる公的な個人年金
●基本は終身年金だから生涯受け取れる
●掛金は全額所得控除で税金が有利
●ゆとりある老後の備えに国民年金基金

栃木県国民年金基金、足利小山信用金庫、大田原信用金庫の本支店

資料の請求は
お問い合わせ

加入の手続きは

宇都宮市昭和1－7－10
☎028-623-0580

薔０１２０-６５-４１９２

放
送
す
る
と
共
に
、
新
生
栃
木
市
に

お
け
る
地
域
情
報
化
に
役
立
て
て
い

た
だ
き
た
い
と
テ
レ
ビ
寄
贈
が
あ
り

ま
し
た
。
市
役
所
本
庁
舎
玄
関
ロ
ビ
ー

に
設
置
し
、
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

○
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
㈱　

様

◇
内
容　

イ
ン
チ
テ
レ
ビ
２
台

　
　
　
　

テ
レ
ビ
ラ
ッ
ク
１
台

◇
問
合
先

本　

情
報
推
進
課 

☎
（ ）
２
４
０
８

☆
交
通
安
全
指
導
車
寄
贈

　

交
通
安
全
指
導
を
行
う
た
め
の
車

両
と
し
て
ワ
ゴ
ン
タ
イ
プ
の
軽
自
動

車
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
交

通
安
全
啓
発
に
活
用
し
て
い
き
ま

す
。

○
㈱
川
原
田
倶
楽
部

 

代
表
中
村
和
男　

様

◇
内
容　

軽
自
動
車
ワ
ゴ
ン
タ
イ
プ

◇
問
合
先

本　

市
民
生
活
課 

☎
（ ）
２
１
４
１

　

公
共
水
域
の
水
質
保
全
の
た
め
に
、

市
で
は
合
併
浄
化
槽
の
設
置
費
用
の

一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
市
が
業
者
に
委
託
し
て
、

合
併
浄
化
槽
の
設
置
を
皆
さ
ん
に
勧

め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

突
然
皆
さ
ん
の
家
を
訪
問
し
、
あ

た
か
も
市
か
ら
依
頼
さ
れ
た
よ
う
な

口
ぶ
り
で
、
合
併
浄
化
槽
の
設
置
が

義
務
で
あ
る
か
の
よ
う
な
訪
問
営
業

を
受
け
た
と
き
は
す
ぐ
に
返
事
を
せ

ず
、
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら

左
記
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
先

本　

下
水
道
課 

☎
（ ）
５
７
１
１

大　

上
下
水
道
課 

☎
（ ）
９
２
２
４

藤　

上
下
水
道
課 

☎
（ ）
０
９
１
３

都　

上
下
水
道
課 

☎
（ ）
１
１
０
６

寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

月
９
日
は「１

１
９
番
の
日
」

地
価
調
査
結
果
の
閲
覧

こ
の
よ
う
な
訪
問
営
業
に

ご
注
意
を

イ
ン
フ
ォ

　

メ
ー
シ
ョ
ン



月号

◇
問
合
先　

栃
木
地
区
広
域
行
政
事

務
組
合
消
防
本
部
総
務
課
（
☎
（ ）

０
１
１
９
／
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
後
２

番
を
押
す
）

　

近
年
、
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る

セ
ク
シ
ュ
ア
ル･

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク･

バ
イ
オ
レ
ン
ス

と
い
っ
た
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な

く
す
た
め
毎
年

月

日
〜

日
ま

で
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す

運
動
」
と
し
て
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

☆
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

ま
ず
ご
相
談
を
！

○
県
婦
人
相
談
所

 

（
☎
０
２
８

－

６
２
２

－

８
６
４
４
）

○
パ
ル
テ
ィ
相
談
室

 

（
☎
０
２
８

－

６
６
５

－

７
７
１
４
）

○
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ハ
ウ
ス
と
ち
ぎ

 

（
☎
０
２
８

－

６
２
１

－

９
９
９
３
）

○
警
察
安
全
相
談

 

（
☎
０
２
８

－

６
２
７

－

９
１
１
０
）

○
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
宇
都
宮
地
方
法
務
局

 

☎
０
２
８

－

６
２
７

－

３
８
５
５
）

（  ）

福祉分野　★介護福祉士 ★社会福祉士 ★精神保健福祉士
医療分野　★理学療法士 ★作業療法士 ★看護師
衛生分野　★ネイル　　 ★メイク　　 ★エステティシャン

栃木市平柳町2-1新栃木駅東  ℡0282-28-0020  http://www.maronie.jp
（姉妹校）小山歯科衛生士専門学校

入学願書受付中！

栃木市大久保町５９９　０９０－５５２６－９４８２

有限会社　島田工務店
島田昭吾一級建築設計事務所

トイレ・お風呂・キッチン、今よりもっと快適にしたい
リフォーム・新築、どこに頼めばいいの？

一級建築士で大工の私が責任を持ってご相談にのります。

◇
期
日　

月

日
㈭

◇
時
間　

午
後
２
時
〜

◇
場
所　

国
府
公
民
館
（
国
府
町
）

◇
問
合
先　

教
育
総
務
課

 

☎
（ ）
２
７
１
１

女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動

平成 年 月１日

《国勢調査へのご回答はお済みですか？》

　

鳥
獣
被
害
防
止
特
措
法
に
基
づ
く

「
栃
木
市
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
」
を

作
成
し
ま
し
た
の
で
、
左
記
の
と
お

り
公
表
し
ま
す
。

◇
閲
覧
場
所　

本
庁
別
館
２
階
農
林

課
◇
閲
覧
期
間　

月
１
日
㈪
〜
平
成

年
３
月

日
㈰
ま
で

◇
問
合
先

本　

農
林
課　

☎
（ ）
２
５
５
７

９
月

日
㈪
、
消
防
本
部
消
防
長

か
ら
、
市
内
在
住
の
岸
保
一
さ
ん

（

歳
）
に

｢

感
謝
状｣

が
、
贈
ら

れ
ま
し
た
。

岸
さ
ん
は
７
月

日
㈪
午
後
２
時

分
頃
、
自
宅
で
談
話
中
、
近
所
の

家
か
ら
立
ち
昇
る
黒
煙
を
見
つ
け
現

場
に
駆
け
付
け
た
と
こ
ろ
、
建
物
が

燃
え
て
い
る
の
を
発
見
し
、
家
人
が

留
守
だ
っ
た
た
め
、
１
１
９
番
通
報

す
る
と
と
も
に
、
水
道
ホ
ー
ス
で
消

火
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

岸
さ
ん
の
迅
速
で
冷
静
な
行
動
が
、

隣
接
建
物
へ
の
延
焼
を
防
止
し
被
害

を
最
小
限
に
止
め
た
と
認
め
ら
れ
、

感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

「
消
し
た
か
な
」

 

あ
な
た
を
守
る
合
言
葉

女性に対する
暴力根絶のための
シンボルマーク

○
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン

ス
相
談

（
本　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
課

 

☎
（ ）
２
５
１
３
）

◇
問
合
先　

本　

女
性
青
少
年
課

（
市
民
会
館
内
／
☎
（ ）
０
３
５
１
）

　

メ
ジ
ロ
や
オ
オ
ル
リ
な
ど
の
野
鳥

は
自
然
生
態
系
の
一
員
で
あ
り
、
私

た
ち
に
安
ら
ぎ
や
潤
い
を
与
え
て
く

れ
る
存
在
で
す
。

　

し
か
し
、
野
鳥
は
ペ
ッ
ト
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
可
愛
ら
し
い
か
ら
手
元

で
飼
い
た
い
と
い
う
の
は
、
自
由
に

生
き
る
野
鳥
の
権
利
を
奪
う
許
さ
れ

な
い
考
え
で
す
。
野
鳥
の
愛
ら
し
い

姿
や
鳴
き
声
は
、
野
外
で
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

　

野
鳥
を
捕
っ
た
り
飼
っ
た
り
す
る

こ
と
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

◇
問
合
先　

県
南
地
区
野
生
鳥
獣
捕

獲
・
飼
養
連
絡
会
（
県
南
環
境
森

林
事
務
所
内
／
☎
０
２
８
３

－

２

３

－

１
４
４
１
）

本　

農
林
課　

☎
（ ）
２
５
５
７

　９月下旬に配布した国勢調査票のご回答期限が過ぎていま

す。調査票への記入・提出をお願いします。

　調査結果は、社会福祉、雇用対策、生活環境の整備など私

たちの暮らしのために役立てられます。

◇問合先　

本  企画課　☎ － 　　　大  地域振興課　☎ －

藤  地域振興課　☎ － 　都  地域振興課　☎ －

野
鳥
は
ペ
ッ
ト
で
は

あ
り
ま
せ
ん

月
定
例
教
育
委
員
会
開
催

栃
木
市
鳥
獣
被
害
防
止
計
画

の
公
表

消
防
協
力
者
に感

謝
状
の
贈
呈

イ
ン
フ
ォ

　

メ
ー
シ
ョ
ン

月号（  ）

「腰痛」の方に大評判！
らくだの敷ふとん
（キャメル敷パッド）

ふとんの川野辺 検　索ホームページ

大工直営店

泉川町446-1 TEL 0282-20-7785

検索

｢うちはいい腕の大工さんがいますから！！｣
って営業さんからよく聞きませんか？

家を直すのは　家を　１番知っている人に　頼むのが１番です

直接　地場の大工さんに　相談してみませんか？
現場確認 見積もり無料 合見積もりＯＫ

リフォーム工事は大工が主役です

秋
ま
つ
り
の
準
備
お
よ
び
山
車
展

示
入
替
の
た
め
、

月
９
日
㈫
〜

日
㈭
お
よ
び

月

日
㈪
〜

日
㈬

の
計
６
日
間
を
臨
時
休
館
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
ま
つ
り
期
間
中

月

日

㈮
〜

日
㈰
は
、
特
別
入
館
料
１
０

０
円
で
映
像
と
資
料
展
示
を
お
楽
し

み
い
た
だ
け
ま
す
。

月

日
㈭
か

ら
は
、
次
の
山
車
を
展
示
し
ま
す
。

○
張ち
ょ
う
ひ
よ
く
と
く

飛
翼
徳
（
万
町
三
丁
目
）

○
劉り
ゅ
う
び
げ
ん
と
く

備
玄
徳
（
万
町
一
丁
目
）

○
関か
ん
う
う
ん
ち
ょ
う

羽
雲
長
（
万
町
二
丁
目
）

◇
問
合
先　

と
ち
ぎ
山
車
会
館

 
 

☎
（ ）
３
１
０
０

　

日
ご
ろ
の
利
用
に
感
謝
し
「
市
場

ま
つ
り
（
感
謝
祭
）」
を
開
催
し
ま
す
。

　

普
段
は
一
般
の
方
の
入
場
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
機
会
に
是
非
お

越
し
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

月

日
㈰

 

午
前
７
時
〜
午
後
１
時

◇
催
物

○
青
果
物
・
水
産
物
・
生
花
・
関
連

商
品
の
展
示
販
売

○
野
菜
・
果
物
・
生
花
・
鉢
物
の
模

擬
せ
り

○
生
ま
ぐ
ろ
の
解
体
・
模
擬
せ
り

○
生
ま
ぐ
ろ
の
目
方
当
て
ク
イ
ズ

○
り
ん
ご
の
皮
む
き
長
さ
比
べ
競
争

○
輪
投
げ

○
か
に
汁
・
焼
き
そ
ば
・
イ
カ
ポ
ッ

ポ
焼
き
・
う
ど
ん
・
そ
ば
等
の
各

種
売
店

○
風
船
・
ポ
ン
菓
子
の
無
料
配
布

○
有
機
性
資
源
の
循
環
利
用
の
意
義

お
よ
び
必
要
性
の
普
及
啓
発

○
県
南
市
場
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
施
設

で
の
処
理
品
の
無
料
配
布

○
和
太
鼓
演
奏

○
抽
選
会

◇
場
所
・
問
合
先

栃
木
県
南
公
設
地
方
卸
売
市
場
事

務
組
合
（
小
山
市
下
河
原
田
／
☎

０
２
８
５
（ ）
３
３
３
０
）

魅
力
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
や
商

店
街
の
振
興
・
発
展
の
た
め
、
第

回
よ
さ
こ
い
藤
岡
パ
レ
ー
ド
を
開
催

し
ま
す
。

◇
日
時　

月

日
㈰

　

 

午
前
９
時

分
〜

時

※
小
雨
決
行

◇
パ
レ
ー
ド
会
場

足
利
銀
行
藤
岡
支
店
〜
藤
岡
小
学

校
校
庭
（
藤
岡
町
藤
岡
）

◇
注
意
！　

パ
レ
ー
ド
の
時
間
帯
は

全
面
車
両
通
行
止
め
に
な
り
ま

す
。
進
行
状
況
に
よ
っ
て
は
多
少

時
間
が
前
後
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
先

藤　

産
業
振
興
課 

☎
（ ）
０
９
０
６

　

第
５
回
道
の
駅
み
か
も
感
謝
祭
を

開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇
日
時　

月

日
㈯
、

日
㈰　

 

 

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
雨
天
決
行

◇
場
所　

道
の
駅
み
か
も

◇
内
容　

○
お
楽
し
み
抽
選
会
○
お

は
や
し
○
バ
ン
ド
演
奏
○
餅
つ
き

　

大
会
○
災
害
炊
き
出
し
訓
練
（
だ

ん
ご
汁
の
無
料
配
布
）
○
レ
ス
ト

栃木市の人口
人　口 ,  人 （－ ）
　男  ,  人 （－ ）
　女 ,  人 （－ ）
世帯数  ,  世帯 （＋ ）

外国人登録者を含む
８月末現在　（  ）内　前月比

ラ
ン
「
し
も
つ
け
」
の
ド
リ
ン
ク

バ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
（
食
事
を
注
文

さ
れ
た
お
客
さ
ま
の
み
）
○
焼
き

芋
、
イ
モ
フ
ラ
イ
、
た
い
焼
き
、

げ
ん
こ
つ
ド
ー
ナ
ツ
等
の
販
売
な

ど
☆
そ
の
他
に
も
サ
ー
ビ
ス
あ
り

◇
問
合
先　

道
の
駅
み
か
も

 
 

☎
（ ）
０
９
９
０

栃
木
市
大
平
文
化
協
会
ふ
れ
あ
い

コ
ン
サ
ー
ト
「
佳か

山や
ま

明あ
き

生お

コ
ン
サ
ー

ト
」
を
開
催
し
ま
す
。「
氷
雨
」
等

の
ヒ
ッ
ト
曲
を
持
つ
佳
山
明
生
さ
ん

と
も
の
ま
ね
歌
手
の
森
野
ひ
ろ
し
さ

ん
に
よ
る
、
ご
家
族
皆
さ
ん
で
楽
し

め
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

◇
日
時　

月
６
日
㈯

　

開
演
午
後
６
時

分（
開
場
６
時
）

◇
場
所　

大
平
文
化
会
館
（
大
平
町

蔵
井
）

◇
入
場
料　

５
０
０
円（
全
席
自
由
）

◇
入
場
券　

好
評
発
売
中

◇
入
場
券
販
売
所　

大
平
教
育
支
所

生
涯
学
習
課
、
大
平
公
民
館
、
ゆ

う
ゆ
う
プ
ラ
ザ
、
ふ
る
さ
と
ふ
れ

あ
い
館

◇
主
催　

栃
木
市
大
平
文
化
協
会

◇
問
合
先　

栃
木
市
大
平
文
化
協
会

事
務
局
（
大
平
教
育
支
所
生
涯
学

習
課
内
／
☎
（ ）
９
２
１
９
）

と
ち
ぎ
山
車
会
館

臨
時
休
館
日
の
お
知
ら
せ

よ
さ
こ
い
藤
岡
パ
レ
ー
ド

県
南
市
場
ま
つ
り（
感
謝
祭
）

道
の
駅
み
か
も
感
謝
祭

大
平
文
化
協
会

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

〜
佳
山
明
生
コ
ン
サ
ー
ト
〜

イ
ン
フ
ォ

　

メ
ー
シ
ョ
ン



月号（  ）

11月５日（金）～７日（日）
完成見学会 （栃木市箱森町）

詳しくはHPまで！

上都賀郡西方町本城62-3
フリーダイヤル：0120-895087

経営・会計・税務のパートナー

板倉公認会計士事務所

板倉税理士事務所

秋
の
深
ま
り
と
と
も
に
徐
々
に
色

づ
く
太
平
山
の
紅
葉
は
、
訪
れ
る
人

に
感
動
を
与
え
ま
す
。

特
に
、
山
頂
に
近
い
謙
信
平
付
近

の
紅
葉
は
格
別
で
す
。
秋
の
澄
ん
だ

空
に
広
が
る
景
色
と
と
も
に
、
ぜ
ひ

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◇
期
間　

月

日
㈮
〜

日
㈫

◇
場
所　

太
平
山
県
立
自
然
公
園
内

◇
イ
ベ
ン
ト

☆
も
み
じ
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　

午
後
５
時
〜
７
時（
期
間
中
毎
日
）

☆
玉
子
焼
無
料
体
験

○
日
時　

月

日
㈮

 

午
前

時
〜
午
後
３
時

○
場
所　

謙
信
平
展
望
台
下

☆
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
眺
め
る
太
平

山
の
紅
葉

○
日
時　

月

日

㈯
・

日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後

４
時

○
場
所　

永
野
川
緑
地
公
園

○
料
金 

大　

人　

４
，０
０
０
円

 

子
ど
も　

３
，０
０
０
円

 

（
税
込
・
未
就
学
児
は
無
料
）

※
天
候
に
よ
り
中
止
の
場
合
あ
り

◇
主
催　

太
平
山
観
光
会

◇
問
合
先

栃
木
市
観
光
協
会 

☎
（ ）
２
３
５
６

本　

商
工
観
光
課 

☎
（ ）
２
５
４
４

農
業
、
商
業
、
工
業
が
連
携
し
た

産
業
祭
を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
、

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
特
産
品
・
観

光
・
資
源
等
を
広
く
住
民
に
紹
介
し

販
売
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

月

日
㈯
、

日
㈰　

 

 

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

◇
場
所　

藤
岡
総
合
体
育
館
駐
車
場

（
藤
岡
町
藤
岡
）

◇
内
容　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
農

産
物
展
示
即
売
や
農
産
物
品
評

会
、
熱
気
球
係
留
体
験
搭
乗
会
、

よ
さ
こ
い
藤
岡
踊
り
等

◇
問
合
先　

ふ
じ
お
か
産
業
祭
実
行

委
員
会
事
務
局
（
藤 

産
業
振
興

課
内
／
☎
（ ）
０
９
０
６
）

　

今
年
も
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

◇
日
時月

日
㈯

 

午
前

時
〜
午
後
３
時

月

日
㈰

 

午
前

時
〜
午
後
２
時

◇
場
所　

大
平
運
動
公
園
さ
く
ら
球

場
ほ
か
（
大
平
町
蔵
井
）

◇
主
な
催
し

○
Ｊ
Ａ
関
係
団
体
の
出
店

○
商
工
会
関
係
団
体
の
出
店

○
農
産
物
直
売

○
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

○
町
特
産
品
い
っ
ぱ
い
の
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム

○
マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
抽
選

会
（
両
日
。
午
後
１
時
〜
。
参
加

方
法
…
午
後
０
時

分
ま
で
に
会

場
内
の
マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
テ
ン
ト
に
あ
る
抽
選
箱
に
抽
選

券
の
半
券
を
入
れ
る
。
当
日
来
場

さ
れ
な
い
方
は
無
効
。
問
合
先
…

大 

市
民
生
活
課　

☎
（ ）
９
２
１

１
）

○
お
お
ひ
ら
巨
峰
ワ
イ
ン
試
飲
・
販

売　

ほ
か

○
園
児
た
ち
の
エ
ク
ス
プ
レ
ッ
シ
ョ

ン
・
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
（

日

の
み
）

○
犬
の
し
つ
け
方
教
室
（

日
の

み
。
午
前

時
〜
正
午
。
ト
レ
ー

ナ
ー
に
よ
る
し
つ
け
の
大
切
さ
と

実
演
）

○
愛
犬
・
ペ
ッ
ト
の
無
料
相
談
（

日
の
み
。
午
前

時
〜
午
後
１

時
。
獣
医
師
に
よ
る
無
料
相
談
。

診
察
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
問
合

先
… 

大 

市
民
生
活
課　

☎
（ ）
９

２
１
１
）

○
商
工
会
わ
く
わ
く
セ
ー
ル
（

日

の
み
）

○
熱
気
球
搭
乗
（

日
の
み
）

☆
か
わ
い
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
会
場

に
や
っ
て
き
ま
す
！

☆
楽
し
い
催
し
が
い
っ
ぱ
い
で
す
！

お
楽
し
み
に
！

◇
共
催

☆
Ｊ
Ａ
し
も
つ
け
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

○
農
産
物
品
評
会
、
農
産
物
直
売
会 

 

ほ
か

※
出
店
や
イ
ベ
ン
ト
内
容
等
に
つ
い

て
は
、
変
更
に
な
る
こ
と
も
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
先　

お
お
ひ
ら
産
業
祭
実
行

委
員
会
（
大 

産
業
振
興
課
内
／

☎
（ ）
９
２
１
２
）

　

月
は
文
化
祭
月
間
で
す
。
文
化

祭
で
は
作
品
展
や
芸
能
演
技
等
発
表

が
行
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇
日
時　

月
６
日
㈯　

午
前
９
時

〜
午
後
４
時
／
７
日
㈰　

午
前
９

時
〜
午
後
３
時

◇
場
所　

大
平
公
民
館
、
大
平
体
育

館
、
大
平
文
化
会
館
等
（
大
平
町

蔵
井
）

◇
内
容　

文
化
団
体
等
の
展
示
、
芸

能
演
技
発
表
、
菊
花
展
等

◇
主
催　

大
平
地
区
文
化
祭
実
行
委

員
会

◇
問
合
先　

大
平
地
区
文
化
祭
実
行

委
員
会
（
事
務
局　

大
平
教
育
支

所
生
涯
学
習
課
内
／
☎
（ ）
９
２
１

９
）

太
平
山
も
み
じ
ま
つ
り

ふ
じ
お
か
産
業
祭

お
お
ひ
ら
産
業
祭

大
平
地
区
文
化
祭

イ
ン
フ
ォ

　

メ
ー
シ
ョ
ン

月号

◇
日
時

○

月

日
㈯
、

日
㈰

開
場　

午
後
１
時

分　

開
演　

午
後
２
時

◇
場
所　

栃
木
文
化
会
館
（
旭
町
）

◇
入
場
料

１
階
席
２
，５
０
０
円（
全
席
指
定
）

２
階
席
１
，５
０
０
円（
全
自
由
席
）

◇
プ
レ
イ
ガ
イ
ド　

市
内
各
文
化
会

館
、
都
賀
公
民
館
、
サ
ン
プ
ラ
ザ
、

ヤ
オ
ハ
ン
プ
ラ
ザ
ア
イ
ム
店
、
サ

ウ
ン
ド
栃
木
、
プ
ラ
ッ
ツ
お
お
ひ

ら
、
ゆ
う
ゆ
う
プ
ラ
ザ
（
大
平
）

◇
問
合
先　

栃
木
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
実
行
委
員
会
事
務
局
（
本 

文

化
課
内
／
☎
（ ）
２
７
４
１
）

渡
良
瀬
川
下
流
流
域
（
大
岩
藤
処

理
区
）
下
水
道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

開
催
し
ま
す
。
大
岩
藤
浄
化
セ
ン

タ
ー
の
施
設
も
一
般
公
開
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◇
日
時

月
６
日
㈯

午
前

時
〜
正
午

※
受
付
午
前

時

分
ま
で  

◇
場
所　

大
岩
藤
浄
化
セ
ン
タ
ー

　

（
藤
岡
町
藤
岡
）

◇
催
し
物　

浄
化
セ
ン
タ
ー
施
設
公

開
、
下
水
道
Ｐ
Ｒ
・
相
談
コ
ー

ナ
ー
、
下
水
道
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
展
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
軽
音
楽
コ
ン

サ
ー
ト
、
焼
き
芋
や
記
念
品
の
配

布
（
数
量
限
定
）

◇
主
催

渡
良
瀬
川
下
流
流
域
下
水
道
大
岩

藤
処
理
区
促
進
協
議
会
（
栃
木

市
・
岩
舟
町
）、
栃
木
県
、
㈶
栃

木
県
建
設
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー

◇
問
合
先

大　

上
下
水
道
課 

☎
（ ）
９
２
２
４

藤　

上
下
水
道
課 

☎
（ ）
０
９
１
３

大
岩
藤
浄
化
セ
ン
タ
ー

 

☎
（ ）
０
６
０
０

　

イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
等
に
よ
る
農
作

物
被
害
か
ら
自
分
の
農
地
を
守
る
た

め
の
技
術
講
習
会
を
、
専
門
の
先
生

を
招
き
開
催
し
ま
す
。
市
内
全
域
の

方
が
対
象
で
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
・
場
所

○

月

日
㈰　

午
後
１
時
〜

 
 

寺
尾
公
民
館

○

月

日
㈰　

午
後
１
時
〜

 
 

皆
川
公
民
館

◇
対
象　

市
内
在
住
の
方

◇
講
師　

小
寺
氏
（
宇
都
宮
大
学
里

山
科
学
セ
ン
タ
ー
助
教
）

◇
入
場
料　

無
料

◇
主
催　

栃
木
市
野
生
鳥
獣
被
害
対

策
連
絡
協
議
会

◇
問
合
先

本　

農
林
課　

☎
（ ）
２
５
５
７

新
生
栃
木
市
の
誕
生
を
祝
い
、
市

民
参
加
型
事
業
・
音
楽
を
通
じ
た
地

域
世
代
間
交
流
の
生
涯
学
習
と
し

て
、
１
０
０
人
を
超
す
一
般
参
加
者

で
混
声
合
唱
団
を
結
成
し
、「
第
九
」

を
合
唱
し
ま
す
。

◇
日
時

月
３
日
（
水
・
祝
）

開
場　

午
後
１
時

分

（  ）

「
ピ
ア
ノ
と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

の
調
べ
」
＆
「
み
ん
な
で
第

九
を
楽
し
も
う
‼
」

有
害
鳥
獣
被
害
対
策
の
た
め
の

被
害
防
除
講
習
会

渡
良
瀬
川
下
流
流
域

下
水
道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

栃木市嘉右衛門町5－22
電話0282－22－1237 定休日 日曜日

品品  田  薬  局

病気を治すのは　ご自分の
　　　　自然治癒力・免疫力の力です

もし、あなたの身体に治す力が弱っていると感じたら
～そんな時　お役に立つ漢方薬・天然薬があります～

開
演　

午
後
２
時

◇
場
所　

都
賀
文
化
会
館
（
都
賀
町

原
宿
）

◇
内
容

第
１
部　

ピ
ア
ノ
と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

の
調
べ

「
愛
の
挨あ
い

拶さ
つ

」「
Ｇ
線
上
の
ア
リ
ア
」

ほ
か　

○
ピ
ア
ノ　

荒
井
庸
子

○
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン　

野
津
佐
枝
子

第
２
部　

み
ん
な
で
第
九
を
楽
し
も

う
‼

○
室
内
楽　

V

ヴ

ィ

ヴ

iv
e l

ラ

a m

ミ

ュ

ジ

ッ

ク

u
siq
u
e

○
合
唱　

新
生
栃
木
市
誕
生
記
念
合

唱
団

◇
入
場
料　

○
一
般 

５
０
０
円

○
小
・
中
・
高
校
生 

２
０
０
円

※
未
就
学
児
入
場
不
可

◇
問
合
先　

都
賀
教
育
支
所
生
涯
学

習
課　

☎
（ ）
５
０
５
０

  　

１
０
０
人
の
市
民
が
創
る
吾
一
の

物
語
。
有
三
の
心
を
未
来
へ
つ
な
ぐ

…原
作　

山
本
有
三

台
本
原
案　

山
田
洋
次（
映
画
監
督
）

脚
本
演
出　

田
中　

暢

振
付　

石
橋
寿
恵
子

作
曲　

M
atsu
n
o
b
u

舞
台
美
術　

石
井
強
司

新
生
栃
木
市
誕
生
記
念

市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

『
心
に
太
陽
を
持
て
』

チ
ケ
ッ
ト
好
評
発
売
中
！

会場周辺地図

大岩藤浄化センター

駐車場

案内板

タイガー
カワシマ

案内板

藤岡
総合体育館

渡良瀬運動公園

新開橋

藤
岡
駅

案内板

藤岡神社

コミュニティー
センター 至栃木市

渡良瀬川藤岡大橋

藤岡小学校

レストラン
安曇野

コンビニ

ペ
ッ
ト
は

責
任
を
持
っ
て

飼
い
ま
し
ょ
う

犬
・
猫
の
飼
い
方
に
つ
い
て
の

相
談
・
苦
情
が
増
え
て
い
ま
す

イ
ン
フ
ォ

　

メ
ー
シ
ョ
ン



月号

　

地
元
農
産
物
の
展
示
即
売
を
は
じ

め
、
米･

野
菜
な
ど
の
無
料
配
布
、

そ
の
他
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
ご
家
族･
お
友
達
な
ど
お

誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

◇
期
日　

月
４
日
㈯
、
５
日
㈰

◇
場
所　

総
合
運
動
公
園
（
川
原
田

町
）

◇
主
催　

と
ち
ぎ
ア
グ
リ
フ
ェ
ス
タ

実
行
委
員
会

◇
問
合
先　

本　

農
林
課　

☎
（ ）
２
５
５
１

　

山
村
地
域
の
振
興
と
活
性
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
森
の
市
を
開
催

し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
家
族
連
れ
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

月

日
（
火
・
祝
）

 

午
前

時
〜
午
後
２
時

◇
場
所　

出
流
ふ
れ
あ
い
の
森
（
出

流
町
）

◇
内
容　

き
の
こ
、
山
菜
等
林
産
物

の
販
売
、
間
伐
材
を
活
用
し
た
木

工
教
室
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
カ
ー
ビ

ン
グ
実
演
等

◇
そ
の
他　

出
流
観
光
会
に
よ
る
新

そ
ば
祭
り
同
時
開
催

（  ）

オオアク建装工業株式会社 栃木市箱森町51－28
TEL. 0282-22-5981

〔  　　　〕運動公園東側
駐車場前

見積り・診断は無料！！

住まいは、生きています。だから、手入れが必要です。 『見積り・診断は無料』

外壁･屋根の塗替工事は環境にやさしい塗料で　

住まいの塗装は地域の信頼できる当社へ！

食
と
農
の
イ
ベ
ン
ト
と
ち
ぎ

ア
グ
リ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０

◇
問
合
先　

み
か
も
森
林
組
合

 
 

☎
０
２
８
３

－

６
２

－

０
８
５
３

本　

農
林
課　

☎
（ ）
２
５
５
７

○
城
内
市
営
住
宅 

３
Ｄ
Ｋ
１
戸

○
川
原
田
西
市
営
住
宅 

３
Ｄ
Ｋ
１
戸

※
高
齢
者
、
障
が
い
者
の
い
る
世
帯

の
申
込
住
戸
で
す
。

○
大
宮
市
営
住
宅 

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
１
戸

◇
入
居
申
込
受
付
期
間

 
月
５
日
㈮
〜

日
㈭

 

（
土
・
日
曜
を
除
く
）

◇
時
間

　

 

午
前
８
時

分
〜
午
後
５
時

◇
抽
選
日　

月

日
㈬

◇
入
居
日　

月
１
日
㈬

※
入
居
資
格
・
条
件
等
、
詳
し
く
は
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
先　

本　

施
設
管
理
課 

☎
（ ）
２
６
２
２

　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
消

費
生
活
に
関
す
る
苦
情
相
談
や
情
報

の
提
供
等
の
業
務
を
行
う
相
談
員
を

募
集
し
ま
す
。

◇
職
種
等　

消
費
生
活
相
談
員（
１
人
）

◇
資
格　

県
消
費
生
活
リ
ー
ダ
ー
養

成
講
座
・
県
消
費
生
活
相
談
員
養

成
研
修
の
い
ず
れ
か
を
終
了
し
た

方
、
又
は
専
門
相
談
員
の
資
格
を

有
す
る
方
で
、
昭
和

年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

◇
選
考
方
法　

書
類
審
査
お
よ
び
面

接
◇
申
込
・
問
合
先　

月

日
㈬
ま

で
に
履
歴
書
（
写
真
付
）
を 

本 

市
民
生
活
課
（
☎
（ ）
２
１
４
５
）

へ

　

環
境
に
関
す
る
活
動
を
行
っ
て
い

る
団
体
・
事
業
者
・
個
人
の
皆
さ
ん

の
参
加
を
募
集
し
ま
す
。

◇
日
時　

２
月

日
㈯

 

午
前

時
〜
午
後
２
時

分

◇
場
所　

市
民
会
館
（
日
ノ
出
町
）

◇
内
容　

環
境
に

関
す
る
各
種
展

示
、
取
組
発
表
、

水
質
検
査
、
模

擬
店
そ
の
他

◇
費
用　

無
料

（
参
加
に
伴
う
経
費
は
参
加
者
負

担
）

◇
そ
の
他　

収
益
を
目
的
と
す
る
も

　

の
は
受
け
付
け
ま
せ
ん

◇
申
込
・
問
合
先　

月

日
㈮
ま

　

で
に
、
申
込
書
を
郵
送
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
又
は
メ
ー
ル
で 

本 

環
境
課

（
〒
３
２
８

－

８
６
８
６
入
舟
町
７

－

／
☎
（ ）
２
６
０
１
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
（ ）

６
２
７
４
／
メ
ー
ルkan

ky
ou
@

city
.to
ch
ig
i.lg
.jp

）
へ

　

市
で
は
、
奨
学
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
扶
養
者
が
市
内
に
６
か
月
以

上
居
住
し
、
高
等
学
校
、
専
修
学

校
、
短
大
又
は
、
大
学
に
来
年
４
月

に
進
学
す
る
方
又
は
在
学
中
の
方

で
、
経
済
的
に
修
学
困
難
な
方
に
奨

学
金
を
無
利
子
で
貸
与
し
ま
す
。

◇
貸
与
額
（
月
額
）

○
高
校
、
専
修
学
校
高
等
課
程

 

１
２
，０
０
０
円

○
専
修
学
校
専
門
課
程･

短
大･

大

学
・
自
宅
通
学 

２
５
，０
０
０
円

・
自
宅
外
通
学 

３
０
，０
０
０
円

◇
募
集　

各
若
干
名

◇
募
集
期
間　

月

日
㈪

 

〜
平
成

年
２
月
１
日
㈫

◇
申
込
先

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

 

☎
（ ）
２
７
１
１      

大
平
教
育
支
所
学
校
教
育
課

 

☎
（ ）
９
２
１
８

藤
岡
教
育
支
所
学
校
教
育
課

 

☎
（ ）
０
９
１
４

都
賀
教
育
支
所
学
校
教
育
課

 

☎
（ ）
０
８
０
１

第
７
回
森
の
市

市
営
住
宅
入
居
者
募
集
情
報

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

相
談
員
募
集

と
ち
ぎ
市
民
環
境
ま
つ
り

参
加
団
体
・
参
加
者
募
集

平
成

年
度
高
校
生･

短
大

生･

大
学
生･

専
修
学
校
生

市
奨
学
生
募
集

イ
ン
フ
ォ

　

メ
ー
シ
ョ
ン

月号

○
心
身
と
も
に
健
康
で
、
団
体
行
動

の
で
き
る
方

○
国
際
交
流
事
業
に
理
解
と
協
力
が

で
き
る
方

◇
定
員　

人
（
先
着
順
）

◇
参
加
費　

万
円
程
度（
渡
航
費
・

中
国
滞
在
費
等
含
む
）

◇
申
込
・
問
合
先　

月
８
日
㈪
ま

で
に
国
際
交
流
協
会
（
市
民
会
館

内
／
日
ノ
出
町
／
☎
（ ）
３
７
９

２
）
へ

　

家
族
を
介
護
し
て
い
る
方
の
、
心

身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
る
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

☆
第
１
回　

月

日
㈪

◇
実
習　

「
ク
リ
ス
マ
ス
寄
せ
植
え
」

〜
介
護
者
こ
そ
癒
さ
れ
て

◇
講
師　

鈴
木
優
氏（
と
ち
ぎ
花
セ

ン
タ
ー
グ
リ
ー
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

◇
実
費　

２
，０
０
０
円

☆
第
２
回　

月

日
㈭

◇
講
話　

「
介
護
の
実
情
」
〜
笑
い

※
参
加
費
は
説
明
会
時
に
納
入

◇
説
明
会　

１
月
６
日
㈭
午
後
６
時

分　

栃
木
文
化
会
館
（
旭
町
）

◇
申
込
・
問
合
先　

所
定
の
申
込
用

紙
に
よ
り

月
１
日
㈪
〜

月

日
㈮
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
総
合

運
動
公
園
内
／
☎
（ ）
０
９
３
０
）

へ
※
申
込
用
紙
は 

本 

ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
、
各
教
育
支
所
生
涯
学
習
課
、

各
小
中
学
校
に
あ
り
ま
す
。

◇
期
日　

月

日
㈫
〜

日
㈭

　

（
２
泊
３
日
）

◇
場
所　

苗
場
ス
キ
ー
場（
新
潟
県
）

◇
対
象　

お
お
む
ね
小
学
３
年
生
以

上
◇
定
員　

人
（
先
着
順
）

◇
参
加
費　

２
０
，
０
０
０
円
（
バ

ス
代
、
宿
泊
料
（
朝
・
夕
食
付
）、

指
導
料
、
保
険
料
を
含
む
）

※
参
加
費
は
説
明
会
時
に
納
入

◇
説
明
会　

月

日
㈪
午
後
７
時

栃
木
文
化
会
館
（
旭
町
）

◇
申
込
・
問
合
先　

所
定
の
申
込
用

紙
に
よ
り
、

月

日
㈪
ま
で
に

石
川
ス
ポ
ー
ツ
（
☎
（ ）
３
１
６

１
）、
石
田
ス
ポ
ー
ツ
（
☎
（ ）
１

４
１
６
）、ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎

（ ）
０
９
３
０
）、
各
教
育
支
所
生

涯
学
習
課
へ
※
申
込
用
紙
は
各
申

込
先
に
あ
り
ま
す
。

あ
り
涙
あ
り

◇
講
師　

小
林
英
子
氏
（
栃
木
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
主
任
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
・
介
護
福
祉
士
）

☆
共
通
事
項

◇
時
間　

午
後
１
時
〜
２
時

分

◇
場
所　

栃
木
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
今
泉
町
２
丁
目
）

◇
対
象
者　

高
齢
者
等
を
介
護
し
て

い
る
方
や
介
護
に
関
心
の
あ
る
方

◇
受
講
料　

無
料
（
１
回
目
の
み
実

費
が
か
か
り
ま
す
）

◇
申
込
・
問
合
先　

月

日
㈪
ま

で
に
栃
木
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
（ ）
２
５
３
８
）
へ

◇
期
日　

平
成

年
１
月

日
㈯
〜

日
㈰

◇
場
所　

会
津
高
原
た
か
つ
え
ス

キ
ー
場
（
福
島
県
）

◇
対
象　

市
内
の
小
学
４
〜
６
年
生

と
中
学
生

◇
定
員　

１
１
０
人
（
先
着
順
）

◇
参
加
費 

２
１
，０
０
０
円

　

ス
キ
ー
レ
ン
タ
ル
あ
り

 

２
４
，０
０
０
円

　

ス
キ
ー
・
ウ
ェ
ア
レ
ン
タ
ル
あ
り

 

２
７
，０
０
０
円

※
バ
ス
代
、
宿
泊
料
（
朝
・
夕
食
付
）、

２
日
目
の
昼
食
、
指
導
料
、
リ
フ

ト
代
（
ナ
イ
タ
ー
を
含
む
）、
保

険
料
を
含
む

　

石
器
時
代
の
人
の
知
恵
や
技
術
に

挑
戦
し
て
み
よ
う
。

◇
日
時　

月

日
㈯

 

午
前

時
〜
午
後
３
時

◇
場
所　

星
野
遺
跡
憩
の
森
（
星
野

町
）

◇
対
象　

市
内
の
小
学
３
年
生
〜
中

学
生
ま
で
と
そ
の
保
護
者

◇
定
員　

親
子

組
（
先
着
順
）

◇
参
加
費　

無
料
（
昼
食
は
各
自
お

持
ち
く
だ
さ
い
）

◇
申
込
・
問
合
先　

月

日
㈫
ま

で
に 

本 

文
化
課
（
☎
（ ）
２
７
４

２
）
へ

　

市
民
訪
中
団
は
、
友
好
関
係
に
あ

る
金き
ん

華か

市し

訪
問
の
ほ
か
、
山
水
画
の

世
界
桂け
い

林り
ん

、
水
の
都
蘇そ
し
ゅ
う州
な
ど
を
め

ぐ
り
ま
す
。

　

中
国
へ
の
理
解
を
深
め
る
絶
好
の

機
会
で
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

◇
期
間　

月
６
日
㈪
〜

日
㈯
の

６
日
間

◇
訪
問
先　

金き
ん

華か

、
桂け
い

林り
ん

、
上
し
ゃ
ん
は
い
海
、

蘇そ
し
ゅ
う州

◇
資
格

○
満

歳
以
上
の
市
内
在
住
か
在
勤

の
方

（  ）

家
族
介
護
支
援
教
室

「
ケ
ア
す
る
人
の
心
の
ケ
ア
」

参
加
者
募
集

第

次
市
民
訪
中
団

参
加
者
募
集

少
年
ス
キ
ー
教
室参

加
者
募
集

苗
場
ス
キ
ー
教
室参

加
者
募
集

石
器
づ
く
り
勾ま

が

玉た
ま

づ
く
り

体
験
教
室
参
加
者
募
集

▲金華市の街並み

イ
ン
フ
ォ

　

メ
ー
シ
ョ
ン



月号

◇
定
員　

各
コ
ー
ス

人（
先
着
順
）

◇
費
用　

無
料

◇
持
ち
物　

Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー

◇
申
込
・
問
合
先　

月
１
日
㈪
午

前
８
時

分
〜
電
話
又
は
直
接
働

く
婦
人
の
家 

（
女
性
青
少
年
課
内

／
市
民
会
館
／
☎
（ ）
０
３
５
１
）

へ

　

平
成

年
４
月
に
入
学
す
る
学
生

を
募
集
し
ま
す
。

◇
資
格　

平
成

年
４
月
１
日
現
在

歳
以
上

歳
未
満
の
男
子
で
中

学
校
卒
業
者
（
見
込
者
含
む
）

◇
受
付　

月
１
日
㈪
〜
平
成

年

１
月
７
日
㈮
ま
で

◇
採
用
予
定
人
数　

約
３
２
０
人

◇
試
験
日　

平
成

年
１
月

日
㈯

◇
問
合
先

本　

消
防
防
災
課 

☎
（ ）
２
７
０
３

自
衛
隊
小
山
地
域
事
務
所

 

☎
０
２
８
５

－

２
５

－

４
７
６
３

（  ）

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒
募
集

　

年
の
始
め
に
健
脚
を
競
う
、
マ
ラ

ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ふ

る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

１
月
１
日
㈯（
小
雨
決
行
）

午
前
８
時
受
付
／
午
前
９
時
ス

タ
ー
ト

◇
場
所　

総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技

場
（
川
原
田
町
）

◇
内
容　

○
Ａ
ク
ラ
ス
（
１
㎞
）
親
子
ペ
ア

（
男
女
混
合
）
／
子
ど
も
は
小
学
２

年
生
以
下
○
Ｂ
ク
ラ
ス
（
１
㎞
）
小

学
１
、
２
年
生
男
子
・
女
子
○
Ｃ
ク

ラ
ス
（
２
㎞
）
小
学
３
、
４
年
生
男

子
○
Ｄ
ク
ラ
ス
（
３
㎞
）
小
学
５
、

６
年
生
男
子
○
Ｅ
ク
ラ
ス
（
２
㎞
）

小
学
３
、
４
年
生
女
子
○
Ｆ
ク
ラ
ス

（
２
㎞
）
小
学
５
、
６
年
生
女
子
○

Ｇ
ク
ラ
ス
（
５
㎞
）
女
子
（
中
学
・

高
校
生
含
む
）
○
Ｈ
ク
ラ
ス
（
５

㎞
）
中
学
生
男
子
○
Ｉ
ク
ラ
ス
（
５

㎞
）

歳
以
下
一
般
男
子
○
Ｊ
ク
ラ

ス
（
５
㎞
）

歳
以
上
一
般
男
子
○

Ｋ
ク
ラ
ス
（

㎞
）
男
子
（
高
校
生

含
む
）

◇
参
加
費 

１
人　

１
，５
０
０
円

 

（
親
子
ペ
ア
は
１
組
２
，５
０
０
円
）

◇
申
込
み　

月

日
㈫
ま
で
に
所

定
の
申
込
書
（
郵
便
振
替
用
紙
）

に
現
金
を
添
え
て
郵
便
局
へ

※
申
込
用
紙
は 

本 

ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
、
各
教
育
支
所
生
涯
学
習
課
、

市
役
所
正
面
玄
関
、
教
育
委
員
会

に
あ
り
ま
す
。

◇
問
合
先　

本  

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
☎
（ ）
０
９
３
０
）
へ

◇
期
日　

月
１
日
㈪
、
８
日
㈪
、

日
㈪
、

日
㈪
・

月
６
日
㈪
、

日
㈪
、

日
㈭
、

日
㈪

 
 

※
途
中
か
ら
の
参
加
も
可

◇
時
間　

午
前

時
〜
正
午

◇
場
所　

総
合
体
育
館（
川
原
田
町
）

◇
対
象　

歳
以
上
の
方

◇
参
加
料　

２
，０
０
０
円

◇
申
込
み　

本  

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
総
合
体
育
館
内
／
☎
（ ）
０
９
３

０
）
へ

◇
問
合
先　

栃
木
県
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

協
会
（
福
島
☎
０
９
０

－

８
４
４

２

－

７
０
８
３
）

◇
期
日　

月
４
日
㈯　

午
前
９
時

集
合

◇
場
所　

総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技

場
（
川
原
田
町
）

◇
対
象　

中
学
生
以
上
の
市
内
在
住

者
◇
種
目　

○
中
学
男
子
・
女
子（
中
学
、
高
校
、

一
般
） 

３
，０
０
０
ｍ

○
高
校
男
子
・
一
般
男
子
（
大
学
生

含
む
） 

５
，０
０
０
ｍ

◇
参
加
費　

１
人
３
０
０
円

 

（
大
会
当
日
納
入
）

◇
そ
の
他　

１
月
に
開
催
さ
れ
る
栃

木
県
郡
市
町
駅
伝
、
県
南
五
市
駅

伝
大
会
の
代
表
選
手
選
考
の
参
考

に
し
ま
す
。

◇
申
込
・
問
合
先　

月
１
日
㈬
ま

で
に
電
話
で 

本 

ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
（
☎
（ ）
０
９
３
０
）
へ

☆
リ
ラ
ッ
ク
ス
ヨ
ガ
講
座

◇
期
日　

月

日
〜
１
月

日
の

毎
週
水
曜
日

◇
時
間　

午
後
７
時
〜
９
時

◇
場
所　

栃
木
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

（
日
ノ
出
町
）

◇
定
員　

人
（
先
着
順
）

◇
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
お
お

む
ね

歳
未
満
の
方

◇
受
講
料　

無
料
（
教
材
費
は
自
己

負
担
）

◇
申
込
み　

月
８
日
㈪
〜

☆
若
者
の
社
会
生
活
活
動･

就
労
の

悩
み
相
談

　

専
属
の
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

が
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
で
き
る

だ
け
、
予
約
を
し
て
、
ご
来
館
く
だ

さ
い
。

◇
日
時　

毎
週
月
曜
日　

午
後
１
時
〜

☆
共
通
事
項

◇
申
込
・
問
合
先　

栃
木
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
（
☎
（ ）
３
１
１
３
／
開

館
時
間　

月
〜
金
曜
日
午
後
１
〜

９
時
。
土
曜
日
午
後
５
〜
９
時
）

へ
☆
ワ
ー
ド
応
用　

年
賀
状
作
成
講
座

◇
日
程
等　

月

日
㈮

①
午
前

時
〜
正
午

②
午
後
６
時

分
〜
８
時

分

◇
内
容　

ワ
ー
ド
を
使
っ
て
年
賀
状

作
成

☆
エ
ク
セ
ル
入
門
講
座
〜
家
計
簿
を

作
ろ
う
〜

　

家
計
簿
を
作
成
し
な
が
ら
エ
ク
セ

ル
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

◇
日
程
等　

月

日
・

月
６
日
・

日
の
月
曜
日
（
全
３
回
）

①
午
前

時
〜
正
午

②
午
後
６
時

分
〜
８
時

分

◇
内
容　

表
計
算
と

　

グ
ラ
フ
作
成

☆
共
通
事
項

◇
場
所　

市
民
会
館
（
日
ノ
出
町
）

◇
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
女
性

で
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
で
き

る
方

元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会

参
加
者
募
集

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
体
験
教
室
Ⅲ

参
加
者
募
集

ウ
イ
ン
グ
と
ち
ぎ
（
栃
木
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
）
受
講
生
募
集

第
１
回
栃
木
市
長
距
離
走
大
会

参
加
者
募
集

働
く
婦
人
の
家
講
座
案
内

「
マ
イ
バ
ッ
グ
」

　

し
て
い
ま
す
か
？

ち
ょ
っ
と
し
た

心
が
け
で
、
ご
み
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す

イ
ン
フ
ォ

　

メ
ー
シ
ョ
ン

月号

あ
な
た
も
地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

―
提
供
会
員
募
集
中

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
は
、
子
育
て
の
お
手
伝
い
を
し

た
い
方
（
提
供
会
員
）、
子
育
て
の

お
手
伝
い
を
し
て
欲
し
い
方
（
依
頼

会
員
）
が
会
員
と
な
り
、
地
域
で
育

児
を
支
え
合
う
援
助
活
動
を
行
う
組

織
で
す
。
あ
な
た
も
提
供
会
員
に
な

り
子
育
て
を
応
援
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

で
き
る
こ
と
を
、
で
き
る
時
に
、

で
き
る
範
囲
で
少
し
ず
つ
お
手
伝
い

し
て
く
だ
さ
い
。

◇
提
供
会
員
の
活
動
内
容　

保
育
施

設
や
塾
へ
の
送
迎
。
保
護
者
外
出

時
の
預
り
な
ど
。

○
提
供
会
員
の
年
齢
・
資
格　

問
い

ま
せ
ん
。
た
だ
し
当
セ
ン
タ
ー
で

行
う
講
習
会
の
受
講
が
必
要
。

○
報
酬　

１
時
間
７
０
０
円
が
基
本

○
育
児
依
頼
の
対
象
年
齢　

０
歳
〜

小
学
６
年
生
ま
で
の
児
童

○
登
録
料
、
会
費
、
受
講
料
等

　

無
料

○
そ
の
他　

市
で
補
償
保
険
に
加
入

☆
依
頼
会
員
・
両
方
会
員
（
依
頼
、

提
供
の
両
方
で
き
る
方
）
も
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。

◇
問
合
先

栃
木
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー　

☎
（ ）
１
０
４
０

（  ）

市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
か
ら
お
知
ら
せ

栃
木
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
お
お
ひ
ら

 

☎
（ ）
９
８
８
０

フ
ァ
ミ
サ
ポ
講
習
会
・
説
明
会
参
加

者
募
集

◇
日
時　

月

日
㈮

 

午
前

時
〜

時

◇
場
所　

ふ
じ
お
か
地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
（
渡
良
瀬
の
里
内
／

藤
岡
町
赤
麻
）

◇
対
象　

１
〜
３
歳
ま
で
の
親
子

組
。
フ
ァ
ミ
サ
ポ
に
関
心
の
あ
る

方
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。
フ
ァ
ミ

サ
ポ
会
員
さ
ん
も
参
加
で
き
ま
す
。

◇
講
師　

○
星
野
敦あ
つ

子こ

氏
（
子
育
て

サ
ー
ク
ル
「
ば
ん
び
ー
に
」
代

表
）

　

○
佐
藤
秀
子
氏
（
臨
床
心
理
士
）

◇
内
容　

親
子
ヨ
ー
ガ
と
子
育
て
ア

ラ
カ
ル
ト

◇
持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
・
甘
く
な

い
飲
み
物

◇
定
員　

組
（
先
着
順
）

◇
費
用　

無
料

◇
申
込
み　

月
１
日
㈪
〜

◇
そ
の
他　

講
習
の
あ
と
に
説
明
を

行
い
ま
す
。

◇
問
合
先

藤　

健
康
福
祉
課 

☎
（ ）
０
９
０
４

栃
木
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
お
お
ひ
ら
☎
（ ）
９
８
８
０

都　

健
康
福
祉
課 

☎
（ ）
１
１
０
３

栃
木
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー 

☎
（ ）
１
０
４
０

　

地
域
交
流
促
進
事
業
の
一
環
と
し

て
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
見
本
を
窓
口
に
展
示
し
ま
す
の

で
、ご
覧
の
う
え
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
日
程　

月

日
・

日
、

月

３
日
の
金
曜
日
（
全
３
回
）

◇
時
間　

午
後
１
時

分
〜
３
時

分
◇
場
所　

大
平
隣
保
館（
大
平
町
新
）

◇
講
師　

熊
谷
知
子
氏

◇
定
員　

人
（
先
着
順
）

◇
内
容　

エ
コ
ク
ラ
フ
ト
で
バ
ス

ケ
ッ
ト
と
バ
ッ
グ
を
作
成

◇
費
用　

１
，２
０
０
円
（
材
料
費
）

◇
持
ち
物　

木
工
用
ボ
ン
ド
、
は
さ

み
、
洗
濯
ば
さ
み
（

個
程
度
）

◇
申
込
・
問
合
先　

月

日
㈪
午

前
８
時

分
〜
大
平
隣
保
館
（
☎

（ ）
６
６
１
１
）
へ

☆
キ
ム
チ
・
チ
ヂ
ミ
講
座

　

我
が
家
の
味
！
お
い
し
い
手
作
り

キ
ム
チ
。

◇
日
時　

月

日
㈰

 

午
前
９
時
〜
正
午

◇
定
員　

人
（
先
着
順
）　

◇
受
講
料　

５
０
０
円

◇
材
料
費　

１
，５
０
０
円

◇
持
ち
物　

ボ
ー
ル
・
タ
ッ
パ
ー
・

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾　

◇
申
込
み　

月

日
㈰
〜

月

日
㈰

☆
リ
ー
ス
講
座

　

今
年
の
「
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
」

は
ツ
リ
ー
の
ア
レ
ン
ジ
に
挑
戦
。

◇
日
時　

月

日
㈰

 

午
前

時
〜
正
午

◇
定
員　

人
（
先
着
順
）

◇
受
講
料　

３
０
０
円

◇
教
材
費　

２
，０
０
０
円

◇
持
ち
物　

ハ
サ
ミ

◇
申
込
み　

月

日
㈰
〜

☆
ふ
れ
あ
い
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー

テ
ィ
ー

　

ク
リ
ス
マ
ス
直
前
★
素
敵
な
出
会

い
を
…

◇
日
時　

月

日
㈰

 
 

午
後
１
時
〜
４
時

◇
対
象　

勤
労
者
の
独
身
男
女
年
齢

〜

歳

◇
定
員　

男
女
各

人
（
定
員
を
超

え
た
場
合
は
抽
選
）

◇
参
加
費　

男
性 

４
，０
０
０
円

　
　
　
　
　

女
性 

１
，０
０
０
円

◇
持
ち
物　

公
的
身
分
証
明
書
・
筆

記
用
具

◇
申
込
み　

月
５
日
㈰
ま
で

☆
共
通
事
項

◇
申
込
・
問
合
先　

電
話
又
は
メ
ー

ル
で
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
今
泉
町
１
丁
目
／
☎
（ ）
７
１
４

０
）
へ

◇
受
付
予
定
日　

月

日
㈰

 
 

〜

日
㈯

◇
受
講
料　

１
，
０
０
０
円
（
保
険

料
含
む
。
材
料
費
は
実
費
。）

◇
そ
の
他　

電
話
受
付
不
可
。
定
員

を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。
１
人
１

講
座
の
受
付
。
講
座
内
容
は
都
合

に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

◇
問
合
先　

勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
☎
（ ）
７
１
４
０

講座名 期　間 曜日 時　間 定員

実 用 書 講 座 ／ ～ ／ 月 ： ～ ：

押 花 ア ー ト ／ ～ ／ 月 ： ～ ：

フ ラ ダ ン ス ／ ～ ／ 月 ： ～ ：

筋力アップ講座 ／ ～ ／ 月 ： ～ ：

エアロビクス ／ ～ ／ 水 ： ～ ：

リ ズ ム 体 操 ／ ～ ／ 木 ： ～ ：

社 交 ダ ン ス ／ ～ ／ 木 ： ～ ： 男女各

健 康 体 操 ／ ～ ／ 土 ： ～ ：

エ
コ
ク
ラ
フ
ト
教
室

参
加
者
募
集

勤
労
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
座
等
受
講
生
募
集

平
成

年
度
第
３
期

自
主
講
座
受
講
生
募
集

イ
ン
フ
ォ

　

メ
ー
シ
ョ
ン



11月号（ 20 ）

年
金
受
給
者
現
況
届
け
を
期
限
ま

で
に
提
出
で
き
ず
、
一
時
的
に
年
金

が
支
給
さ
れ
な
か
っ
た
経
験
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？

こ
の
場
合
、
介
護
保
険
料
も
年
金

か
ら
の
引
落
し
（
特
別
徴
収
）
が
止

ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
後
年
金
の
支
給
は
再
開
さ
れ

て
も
、
引
落
し
は
す
ぐ
に
再
開
で
き

な
い
た
め
、
そ
の
間
は
納
付
書
を
お

送
り
し
て
い
ま
す
が
、
年
金
か
ら
引

か
れ
て
い
る
と
思
い
、
そ
の
ま
ま

（
滞
納
）
に
な
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス

が
増
え
て
い
ま
す
。
　
　

２
年
を
過
ぎ
る
と
納
め
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
際
の
負
担
も
増
え
て

し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ご
不
安
な
方
は
、
税
務
課
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
先

☆
保
険
料
納
付
に
つ
い
て

本　

税
務
課
　
☎
（21）
２
１
３
１

☆
保
険
料
賦
課
（
計
算
）
に
つ
い
て

本　

税
務
課
　
☎
（21）
２
１
２
３

☆
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
　

本　

高
齢
福
祉
課 

☎
（21）
２
５
３
１

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お

よ
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

◇
控
除
対
象
　
そ
の
年
の
１
月
１
日

か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た

保
険
料
。

◇
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
、
添

付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の

　
Ｈ
22
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日

ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
方
へ
送
付
す
る
「
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」（
11
月
上
旬
に
日

本
年
金
機
構
本
部
か
ら
送
付
）

※
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
は
、
来

年
の
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま

す
。

　
な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
ご
本

人
の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
家
族

あ
て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を

添
付
の
う
え
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。

◇
問
合
先

栃
木
年
金
事
務
所 

☎
（22）
６
０
７
４

◇
日
程
等

※
栃
木
市
の
日
時
に
不
都
合
の
場
合
、

他
市
町
会
場
で
も
出
席
で
き
ま
す
。

◇
持
ち
物

○
年
末
調
整
の
し
か
た

○
法
定
調
書
の
作
成
と
提
出
の
手
引

◇
問
合
先
　

栃
木
税
務
署
　
☎
（22）
０
８
８
５

本　

税
務
課
　
☎
（21）
２
１
２
５

　
給
与
所
得
者
の
市
県
民
税
に
つ
い

て
は
、
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り
、

給
与
支
払
者
（
事
業
者
）
が
、
給
与

支
払
の
際
に
毎
月
徴
収
し
て
、
市
町

村
に
納
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

【
特
別
徴
収
の
制
度
】

従
業
員
の
所
得
税
は
給
与
か
ら
源

泉
徴
収
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
市
県

民
税
は
徴
収
し
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
の
よ
う
な

給
与
支
払
者
に
は
、
県
税
事
務
所
と

協
働
で
市
県
民
税
の
特
別
徴
収
を

行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
、
指
導
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◇
問
合
先

本　

税
務
課
　
☎
（21）
２
１
２
４

栃
木
市

岩
舟
町

壬
生
町

小
山
市

下
野
市

野
木
町

対
　
象

11
月
18
日
㈭

午
前
10
時
〜

11
時
45
分

午
後
２
時
〜

３
時
45
分

11
月
15
日
㈪

午
前
10
時
〜

11
時
45
分

午
後
２
時
〜

３
時
45
分

日
　
時

栃木文化会館
（旭町）

小山文化センター
（小山市中央町）

場
所

11月11日～17日は「税を考える週間」です。今年は「IT化・国際化と税」をテーマに、国税庁が取り
組んでいる各種施策を紹介します。詳しくは国税庁ホームページをご覧ください。
＜IT化を通じた納税環境の整備＞
申告・納税の際の納税者の利便性の向上を図るため、IT化を通じた納税環境の整備を進めています。
具体的には、国税電子申告・納税システム（e-Tax）のほか、確定申告書等作成コーナー、タックスアン
サー（よくある税の質問）、動画と図解で解説するインターネット番組（Web-TAX-TV）など、税に関す
る情報を国税庁ホームページで提供しています。
＜国際化への対応＞
国際化への対応として、国際的租税回避への対応をはじめとした適正・公平な課税の実現のための取組
や国際的な二重課税の防止等のための相互協議、租税条約に基づく情報交換を行っています。
また、開発途上国への技術協力をはじめとした各国税務当局との協力・協調にも取り組んでいます。

年
金
引
落
し
の
方
で
介
護
保

険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

平
成
22
年
分
年
末
調
整説

明
会

給
与
支
払
者
の
方
へ

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が

発
行
さ
れ
ま
す

11
月
の
納
付

★
普
通
徴
収
（
納
期
限
11
月
30
日
）

○
固
定
資
産
税 

４
期
分

○
国
民
健
康
保
険
税 

５
期
分

○
介
護
保
険
料 

５
期
分

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料 

５
期
分

市町村

給与支払者

給
与
所
得
者

国税庁 検索税
を
考
え
る
週
間

イ
ン
フ
ォ

　
メ
ー
シ
ョ
ン



11月号（ 21 ）

《
女
達
磨
図
》
は
、
平
成
19
年
に
市
内
の
民
家
で
見
つ
か
り
ま
し
た
。
発
見
当
初
、
経
年
変
化
に
よ

る
折
れ
筋
や
黴か
び

な
ど
が
多
数
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
お
よ
そ
１
年
の
修
復
期
間
を
経
て
現
代
に
よ
み
が
え

り
ま
し
た
。

美
人
が
纏ま
と

う
衣
の
輪
郭
線
は
墨
で
力
強
く
、
速
筆
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
頭
髪
は
細
い
線
で

１
本
１
本
丁
寧
に
描
か
れ
て
お
り
、
歌
麿
が
大
胆
か
つ
慎
重
に
筆
を
運
ん
だ
息
づ
か
い
が
伝
わ
っ
て
き

ま
す
。

栃
木
は
江
戸
と
の
交
易
に
よ
っ
て
物
資
の
集
散
地
と
な
り
文ぶ
ん

人じ
ん

墨ぼ
っ

客か
く

も
往
来
し
、
商
人
の
町
と
し
て

栄
え
、
華
や
か
な
文
化
が
花
開
き
ま
し
た
。
通つ
う

用よ
う

亭て
い

徳と
く

成な
り

を
は
じ
め
と
す
る
栃
木
の
狂
歌
人
た
ち
は
、

歌
麿
の
浮
世
絵
に
狂
歌
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
彼
ら
が
親
し
く
交
流
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
歌
麿
は
度
々
栃
木
を
訪
れ
た
と
思
わ
れ
、
そ

の
際
、
求
め
に
応
じ
て
あ
ま
り
時
間
を
か
け
ず
に

《
女
達
磨
図
》
を
描
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

達
磨
の
扮
装
を
し
た
美
人
は
、
そ
の
小
さ
な
口
元

で
歌
麿
の
栃
木
で
の
活
躍
を
軽
や
か
に
語
り
か
け

て
い
る
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。

歌
麿
通
信
は
５
回
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
ま
す
。

◆
◇
◆ 

歌
麿
を
活
用
す
る
た
め
に 

◆
◇
◆

歌
麿
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
な
お
一
層
推

進
す
る
た
め
に
、
10
月
か
ら
教
育
委
員
会
の
文
化

課
内
に
歌
麿
担
当
者
を
配
置
し
ま
し
た
。

担
当
の
役
割
は
、
歌
麿
の
調
査
研
究
を
進
め
る

と
と
も
に
、
そ
れ
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

問
合
せ
　
文
化
課
　
☎
（21）
２
４
２
６

問合先

家
族
で
家
事
を
分
担
し
よ
う
と
思
っ
て
も
、
両

親
な
ど
の
目
が
あ
っ
て
で
き
な
い
、
と
の
悩
み
を

若
い
母
親
か
ら
聞
く
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

逆
に
、
年
配
の
女
性
か
ら
は
、
〝
夫
を
支
え
子

ど
も
を
育
て
て
き
た
こ
と
に
誇
り
を
も
っ
て
い
る

が
、
そ
れ
は
い
け
な
い
こ
と
な
の
か
〞
と
い
う
質

問
を
さ
れ
、
と
ま
ど
っ
た
経
験
の
あ
る
方
も
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

人
は
誰
で
も
、
自
分
が
持
っ
て
い
る
先
入
観
、

価
値
観
に
よ
り
、
人
を
判
断
し
が
ち
で
す
。
た
と

え
ば
、
性
別
や
年
代
に
よ
っ
て
人
間
の
価
値
を
判

断
す
る
基
準
が
変
わ
る
こ
と
は
、
そ
の
人
の
可
能

性
を
狭
め
、
尊
厳
を
傷
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
わ
た
し
た
ち
が
そ
う
い
っ
た
固

定
観
念
に
縛
ら
れ
ず
、
職
場
、
家
庭
、
地
域
な
ど
、

社
会
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
、
老
若
男
女
が
共
に
支

え
あ
う
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
き
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
の

意
識
を
変
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
誰
も
が
お
互

い
を
尊
重
し
、
よ
り
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。

気
づ
い
た
こ
と
か
ら
、
ほ
ん
の
少
し
自
分
自
身

を
変
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

一
人
ひ
と
り
が
輝
く
た
め
に

《女達磨図》1790～93（寛政２～５）年

紙本墨画着色・一幅

歌
麿
通
信

喜
多
川
歌
麿
画
《
女
達
磨
図
》



11月号（ 22 ）

現
在
の
社
会
は
、
少
子
高
齢
化
、

核
家
族
化
、
情
報
化
に
よ
る
違
法
・

有
害
な
情
報
の
氾
濫
、
雇
用
形
態
の

多
様
化
、
フ
リ
ー
タ
ー
や
ニ
ー
ト
の

増
加
な
ど
、
急
速
な
社
会
情
勢
の
変

化
に
よ
り
、
青
少
年
を
取
り
巻
く
環

境
も
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
青
少
年
の
非

行
、
い
じ
め
、
不
登
校
、
ひ
き
こ
も

り
、
児
童
虐
待
や
子
ど
も
が
被
害
者

と
な
る
事
件
等
が
相
次
ぎ
、
社
会
問

題
化
し
て
い
ま
す
。

青
少
年
が
新
し
い
時
代
の
担
い
手

と
し
て
、
広
い
視
野
と
人
権
尊
重
の

意
識
を
持
ち
、
そ
の
個
性
や
能
力
を

最
大
限
に
発
揮
し
て
、
健
や
か
に
た

く
ま
し
く
成
長
し
、
自
立
し
て
い
け

る
よ
う
な
環
境
や
条
件
を
つ
く
っ
て

い
く
た
め
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
、

職
場
な
ど
の
地
域
社
会
全
体
で
、
積

極
的
な
行
動
を
展
開
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
時
期
に
も
う
一
度
、
青
少
年

の
健
全
育
成
に
つ
い
て
考
え
、
具
体

的
な
活
動

を
実
践
し

ま
し
ょ
う
。

１　
家
庭
で
の
「
し
つ
け
」
を
大
切

に
し
ま
し
ょ
う

「
人
に
あ
い
さ
つ
を
す
る
、
あ
り

が
と
う
、
い
た
だ
き
ま
す
な
ど
感
謝

の
気
持
ち
を
表
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ
と
」
が
し

つ
け
の
基
本
で
す
。
特
に
、
低
年
齢

の
時
に
身
に
付
け
た
こ
と
は
、
生
涯

忘
れ
ず
に
で
き
る
も
の
で
す
。

２　
子
ど
も
の
行
動
に
関
心
を
持
ち

ま
し
ょ
う

子
ど
も
が
、
ど
ん
な
こ
と
に
興

味
・
関
心
を
持
っ
て
、
ど
ん
な
友
達

と
付
き
合
っ
て
い
る
か
を
知
ら
な
け

れ
ば
、
適
切
な
助
言
や
会
話
は
で
き

ま
せ
ん
。

３　
「
声
か
け
運
動
」
を
推
進
し
ま

し
ょ
う

地
域
全
体
が
青
少
年
の
成
長
に
関

心
を
持
っ
て
、
声
か
け
を
推
進
し
、

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
の
成
長

に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。

４　
毎
月
第
３
日
曜
日「
家
庭
の
日
」

を
推
進
し
ま
し
ょ
う

家
庭
は
、
青
少
年
が
親
や
家
族
の

強
い
影
響
を
受
け
、
基
本
的
な
生
活

習
慣
や
社
会
に
お
け
る
規
範
意
識
の

基
礎
を
身
に
つ
け
る
な
ど
人
間
形
成

に
大
き
な
役
割
を
担
う
場
所
で
す
。

「
家
庭
の
日
」
に
は
、
例
え
ば
、

家
族
そ
ろ
っ
て
食
事
を
し
た
り
、
出

か
け
た
り
し
て
、
家
族
み
ん
な
が
顔

を
そ
ろ
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
家
庭
の

日
」
を
過
ご
し
な
が
ら
、
ふ
れ
あ
い

を
育
み
ま
し
ょ
う
。

心
の
こ
と
・
身
体
の
こ
と
・
家
族

の
こ
と
・「
誰
に
も
言
え
な
か
っ
た
」

心
配
な
こ
と
・
困
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

※
相
談
内
容
の
秘
密
は
、
厳
守
し
ま

す
。

相
談
日
　
毎
週
月
〜
金
曜
日

時
　
間
　
９
時
〜
17
時

相
談
先
　
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

（
日
ノ
出
町
／
市
民
会
館

内
／
☎
（23）
６
５
６
６
）

困
っ
た
時
に
は

青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
へ

親子で味わう
そば教室の様子

児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
の
人

権
を
著
し
く
侵
害
し
、
心
身
の

成
長
や
人
格
の
形
成
に
悪
影
響

を
及
ぼ
す
も
の
で
す
。
子
ど
も

を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
に
は
、

子
ど
も
の
立
場
が
最
優
先
さ
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◆
身
体
的
虐
待
　
殴
る
、蹴
る
、

熱
湯
を
か
け
る
、
タ
バ
コ
の

火
を
押
し
付
け
る
、
な
ど

◆
心
理
的
虐
待
　
言
葉
に
よ
る

脅
か
し
、
無
視
、
他
の
き
ょ

う
だ
い
と
著
し
く
差
別
す

る
、
夫
婦
間
の
暴
力
を
子
ど

も
に
見
せ
る
、
な
ど

◆
ネ
グ
レ
ク
ト（
養
育
の
怠
慢
・

拒
否)

　
食
事
を
与
え
な
い
、

入
浴
さ
せ
な
い
、
な
ど

◆
性
的
虐
待
　
性
的
行
為
を
強

要
す
る
、
な
ど

◎
ち
ょ
っ
と
し
た
「
目
配
り
」

「
気
配
り
」
で
、
子
ど
も
を

虐
待
か
ら
救
え
ま
す
。
子
ど

も
の
不
自
然
な
傷
・
表
情
・

行
動
や
、
保
護
者
の
不
自
然

な
言
動
に
気
付
い
て
く
だ
さ

い
。

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

〝
見
す
ご
す
な  

幼
い
子
ど
も
の  

Ｓ
Ｏ
Ｓ
〞

（
平
成
22
年
度
　
標
語
）

◎
相
談
（
通
告
）
は
、
虐
待
者

の
処
罰
の
た
め
で
は
な
く
、

問
題
を
抱
え
て
い
る
家
庭
を

支
援
し
、
子
ど
も
を
守
る
た

め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

相
談
（
通
告
）
者
の
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。

◎
子
育
て
で
お
悩
み
が
あ
り
ま

し
た
ら
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

一
緒
に
良
い

方
法
を
考
え

ま
し
ょ
う
。

相
談
（
通
告
）
先

・
本　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
課

☎
（21）
２
５
１
３

・
県
南
児
童
相
談
所

☎
（24）
６
１
２
１

児
童
虐
待
防
止
講
演
会

日
時
　
11
月
24
日
㈬
　

14
時
〜
15
時
30
分

場
所
　
栃
木
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
今
泉
町
２
丁
目
）

講
師
　
福
田
雅
章
氏
（
児
童

養
護
施
設
　
養
德
園

園
長
）

費
用
　
無
料

11
月
は
青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間

青
少
年
を
健
全
に
育
て
る
活
動
を
実
践
し
よ
う



 

このコーナーは、皆さんから寄せ
られた情報をもとに、編集してい
ます。
詳しくは各団体等にお問い合わせ
ください。

シルバー人材センター入会説明会

▼日時　11月11日㈭13時30分～▼場

所　栃木保健福祉センター（今泉町

２丁目）▼対象　市内在住で働く意

欲のある60歳以上の方▼その他　大

平地区・藤岡地区・都賀地区在住の

方は、各事業所へ問い合わせくださ

い▼申込／問合先　シルバー人材セ

ンター栃木事務局☎23－4165　藤岡

事業所☎62－1534　都賀事業所☎27

－8812　大平事業所☎43－0155

シルバー人材センター刃物研ぎ

▼日時　11月17日㈬９時～※申込み

は12時まで（雨天中止）▼場所　蔵

の街広場（万町）▼費用　包丁類300

円～　刈込はさみ500円～　修理100

円～▼問合先　シルバー人材センター

栃木事務局☎23－4165

栃木「落語の会」第60回記念例会

『三遊亭王楽・好楽二人会』

▼日時　11月８日㈪開演18時30分（開

場18時）▼場所　栃木文化会館（旭

町）▼内容　日本テレビ「笑点」で

お馴染みの好楽師匠と新真打ちとし

て若者に人気を集める王楽師匠をお

迎えし、噺家「親子競演」をお楽し

みいただきます▼費用　前売指定席

券2,500円（当日券3,000円）▼プレ

イガイド　サンプラザ、出井書店、

カメラのタカダ、キクヤパン店、品

田薬局、セブンイレブン花見ケ丘店

▼問合先　落語の会小林（☎・FAX 

24－4451／大町28－5）

全国一斉「女性の人権ホットライン」

電話相談開設

「女性に対する暴力をなくす運動」期

間中（11月12日～25日）全国一斉「女

性の人権ホットライン」強化週間と

して、様々な女性の人権問題をめぐ

る相談に詳しい人権擁護委員が担当

し、相談をお受けします。

▼日時　11月15日㈪～21日㈰　８時

30分～19時（土・日は10時～17時）

▼相談内容　配偶者 ･パートナー等

からの暴力や職場等におけるセク

シャル ･ハラスメント、ストーカー

行為等▼相談受付番号☎0570－070

－810（ナビダイヤル）▼主催　宇

都宮地方法務局、栃木県人権擁護委

員連合会▼問合先　人権推進課☎24

－2444

國學院大學栃木高校創立50周年記念

卒業生作家展

▼期間　11月９日㈫～20日㈯９時～

20時30分※日曜閉館。土曜18時まで

▼場所　國學院大學栃木学園教育セ

ンター（境町）▼展示　益子焼　大

高正希（11期）／トールペイント　

会田正子（18期）／彫刻　羽鳥益代

（23期）／日本画　五月女佳織（38

期）／油彩画　北川瑤子（38期）／

書道合同展示会　※栃木県の芸術家

清水登之・相田みつを等の作品、ま

た松本哲男（日本美術院同人）の作

品を常設展示。棟方志功肉筆画展も

併設展示します▼観覧　無料▼その

他　駐車場なし▼問合先　國學院大

學栃木学園☎22－5511

回収します！あなたの家の古い電話帳

NTT東日本では地球環境保護・資

源の有効活用のため、古い電話帳の

リサイクルを積極的に推進していま

す。新しい電話帳を11月中にお届け

しますので、その際古い電話帳をお

渡しください。不在等で回収できな

かった場合、改めて回収に伺います

のでご連絡ください。

▼連絡・問合先　タウンページセン

ターフリーダイヤル0120－506－309

第24回栃商デパート

学校全体をデパートに見立て生徒全

員が販売実習を行います。

▼日時　11月３日（水・祝）10時～

15時▼内容　販売実習（食料品、弁

当、食堂、衣料品等）催し物（幼稚

園・保育園・小学生・文化部の作品

展示、少年野球教室、パソコン教室

等）▼場所／問合先　栃木商業高校

（片柳町５丁目／☎22－0541）

大平民謡民舞愛好会発表会

▼日時　11月14日㈰10時～▼場所　

大平文化会館（大平町蔵井）▼入場

料　無料▼その他　お楽しみ抽選会

あり▼問合先　大平民謡民舞愛好会

小林☎23－2092

第37回県民とともに健康を考えるつどい

▼日時　11月27日㈯13時～15時30分

▼場所　都賀文化会館（都賀町原宿）

▼内容　講演『「ケアノート」～あり

がとうという言葉に涙したことがあ

りますか～』▼講師　荒木由美子氏

（タレント）▼参加費　無料▼申込み

事前申込み不要。当日お越しくださ

い▼主催　栃木県看護協会栃木地区

支部▼問合先　下都賀総合病院看護

部岩崎☎22－2551

平成22年度栃木県社会参加と自立・理

解推進の集い【県南・県央地区大会】

▼日時　11月30日㈫10時～12時▼場

所　とちぎ福祉プラザ（宇都宮市）

▼内容　講演「進路を考える～障害

福祉サービスの現状とこれから～」

▼講師　岩崎俊雄氏（社会福祉法人

すぎのこ会理事長／県福祉施設経営

者協議会会長）▼その他　手話通訳

を希望の方は、申込みの際申し出く

ださい▼申込／問合先　11月５日㈮

までに県立わかくさ特別支援学校☎

028－622－3650

不用品登録情報
※無料が条件です。

ゆずります

防寒靴（女児用・男児用各18～

19㎝）、女児用黒上衣（110㎝）、

女児用靴（18㎝）、七五三着物

セット（７歳女児用）、ベビー

カー、マタニティドレス、乳児

服（70～90㎝）、介護用ベッド

ゆずってください

自転車前乗せかご、二層式洗濯機、

女児用自転車、チャイルドシート、

卓上ミシン、女児服（50～90㎝、

110～160㎝）、キックボード、竹馬、

ぶら下がり健康機具、女児バレエ

用レオタード（140㎝以上）、卓球

台（二ツ折タイプ）、アルミハシ

ゴ、電子レンジ、電動ミシン

▼問合先　消費生活センター

 ☎23－8899

11月号（ 23 ）



～文化会館からのお知らせ～
詳細は各文化会館へ問い合わせください

 栃木文化会館　　　☎ －

親子アニメフェア映画鑑賞会
「それいけ！アンパンマン ブラックノーズと魔法の歌」

期　日　 月 日（日）

開　演　午前の部　 時 分

　　　　午後の部　 時

料　金　全席指定　５００円

　　　　 月 日㈯発売開始

◆プレゼントクイズ

下記のクイズにお答えいただ

くと、正解者の中から抽選で

組 名様に、招待券をプレ

ゼント ! ふるってご応募ください。当選者の発表

は招待券の発送をもって代えさせていただきます。

Q　映画アンパンマンの最新作のタイトルは？

『ブラックノーズと○○の歌』

申込方法

往復はがきの［往信用裏面］

に郵便番号、住所、名前、

電話番号、クイズの答え［返

信用表面］郵便番号、住所、

名前を記入のうえ、〒 －

栃木市旭町 － 栃木

文化会館「自主事業」係へ

締切り　 月１日㈪必着

 藤岡文化会館　　　☎ －

＜ファミリー映画会＞
～家族という厄介な、でも切っても切れない絆の物語～

日　時　 月 日（土）

　     　 午後１時 分開場

　　　　午後２時上映

座　席　全席自由席

　　　　（整理券なし）

料　金　無料

※当日直接お越し

 ください　

 大平文化会館　　 ☎ －

花と音楽のファンタジー
「假屋崎省吾×青島広志」

日　時　 月 日（木）午後６時 分開演

料　金　全席指定（前売券）

　　　　一律 ３，０００円（当日は、 , 円）

　　　　大平文化会館で好評発売中！

ふるさとふれあい X'mas コンサート
「栃木市ゆかりの演奏家によるロビーコンサート」

日　時　 月 日（木・祝）開催予定

　　　※時間未定

定　員　 人程度

料　金　全席自由

　　　　前売り５００円（当日は、 円）

前売りは、 月６日㈯各文化会館で発売予定

 都賀文化会館　　 ☎ －

南こうせつコンサートツアー
『おいちゃんはまた歌う』

日　時　 月 日（日）午後６時開演

料　金　全席指定

　　　　Ａ席 ５，０００円（当日 , 円）

　　　　Ｂ席 ４，５００円（当日 , 円）

　　　※前売券好評発売中

プレイガイド

　市内各文化会館

　ジャスコ栃木店

　福田屋百貨店栃木店

　八百林商店

 

※未就学児の入場は

　　　お断りします

（ 年夏最新作）

文
化
・

　
　

芸
術

月号（  ）

≪会期≫　 月９日（土）～ 月５日（日）

ハイチ絵画を救おう！　

※駐車場は蔵の街観光館南、大通り沿いの蔵の街駐車場をご利用ください。当館で駐車場の無料券をお渡しします。

（万町３－ ／☎ － ）

　フランスの文化と芸術の影響を受けながらもハイチの自然や素朴な民衆の生活をモチーフに独自の高い芸術性
で知られる「ハイチ絵画」は先の大地震で、多くの画家が亡くなり、アートセンターも大きな被害を受けて存亡
の危機にあります。遺された貴重な作品の紹介を通してハイチ絵画芸術とハイチ市民の救援を募る企画展です。

◎学芸員によるギャラリートーク
　日　時　 月 日（土）、 日（土）　各日午後２時～
　場　所　とちぎ蔵の街美術館　※観覧券が必要です。
◎ミニコンサート
　日　時　 月３日（水・祝）
　　　　　第１部　午後１時～／第２部　午後３時 分～
　場　所　とちぎ蔵の街美術館前広場（雨天の場合、とちぎ蔵の街観光館２階）

　出　演　サックス演奏　Ｃｏｒｙ　Ｎ．Ｍ．Ｎｅｌｓｏｎ
　　　　　ダンス　　　　大阿久多美
　　　　　ダンス　　　　委文茉奈美
◎講演会「写真家が見つめたハイチ」
　日　時　 月３日（水・祝）午後２時～３時
　場　所　とちぎ蔵の街観光館２階
　講　師　佐藤文則（フォトジャーナリスト）
　定　員　 人（先着順）
　費　用　無料

●開館時間　午前９時～午後５時（入館は午後４時 分まで）
●休 館 日　毎週月曜日（祝日の場合は開館し、翌日休館）

祝日の翌日

●観 覧 料　・毎週土曜日市内の小・中学生無料
　　　　　　・毎月第３日曜日「家庭の日」小・中学生無料
　　　　　　・団体は 人以上

★
お
は
な
し
広
場

・

月

日
㈯
よ
み
き
か
せ

　

「
さ
つ
ま
の
お
い
も
」
ほ
か

・

月

日
㈯
よ
み
き
か
せ

　

「
い
た
ず
ら
き
か
ん
し
ゃ

 

ち
ゅ
う
ち
ゅ
う
」
ほ
か

★
図
書
館
ま
つ
り

　

月
３
日
（
水
・
祝
）

　

催
し
物
い
っ
ぱ
い
！

 

ぜ
ひ
、
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

（
詳
し
く
は
館
内
に
掲
示
し
ま
す
）

★
催
し
物
の
お
知
ら
せ

イ
ノ
セ
ン
ト
・
妖
精
の
森

　

〝
戸
田
和
子
の
世
界
〞
展

期　

間　

月

日
㈭
〜

 

月

日
㈰

入　

場　

無
料

★
講
座

お
妙
さ
ん
の
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
セ
ミ
ナ
ー

 

〜
文
学
や
こ
と
ば
に
学
ぶ
〜

日　

時　

月

日
㈭
〜
毎
週
木
曜
日

 

午
後

時
〜

時

分

 

（
全
３
回
）

内　

容

第
１
回　

完
璧
を
求
め
ず

第
２
回 

異
質
な
も
の
と
の
共
存
共
栄

第
３
回 

人
と
し
て
の
生
き
方
を
学
ぶ

講　

師　

粂
川
妙
子
氏
（
元
大
平
町

教
育
長
）

定　

員　

人
（
先
着
順
）

参
加
費　

１
回
５
０
０
円
程
度

 

（
茶
菓
代
）

申
込
み　

月

日
㈪
〜
直
接
又
は

電
話
で

★
小
学
生
読
書
感
想
画
展

★
部
屋
小
学
校
作
品
展

期　
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月

日
㈯
〜

 

月

日
㈰

★
お
は
な
し
会

日　

時　

毎
週
土
曜
日

 

午
後
２
〜
３
時

内　

容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・
紙

芝
居
・
工
作
な
ど

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

★
お
は
な
し
広
場

お
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

｢

た
ん
ぽ
ぽ｣

に
よ
る
楽
し
い
お
は
な
し
会
で
す
。

ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日　

時　

月
６
日
㈯
午
後
２
時
〜

内　

容

・
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

　

「
さ
る
と
お
じ
ぞ
う
さ
ま
」

・
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
（
紙
人
形
劇
）

　

｢

だ
ん
ご
ど
っ
こ
い
し
ょ
」

・
絵
本
な
ど

▲フィルトン・ラトルチュール
《狼の子を連れて散歩するライオンのカップル》

栃
木
図
書
館 

☎
（ ）
３
５
４
２

大
平
図
書
館 

☎
（ ）
５
２
３
４

都
賀
図
書
館 

☎
（ ）
０
８
０
６

藤
岡
図
書
館 

☎
（ ）
４
８
８
９

栃
木
市
図
書
館

お
知
ら
せ

区  　分 個    人 団  体

一般（高校生以上） 円 円

小・中学生 円 円

未就学児等 無　　　料

文
化
・

　
　

芸
術

月号（  ）



月号

に
も
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。（
簡
単
な
作
り

方
を
説
明
し
ま
す
。）

漢
字
文
化
が
見
直
さ
れ
て
い
る
今
、
漢
詩

を
読
み
、
そ
し
て
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　

程　

 

月

日
、

月
２
日
、
９
日
、

日
の
木
曜
日
（
全
４
回
）

時　

間　

午
前

時

分
〜
午
後
０
時

分

場　

所　

栃
木
公
民
館
（
日
ノ
出
町
）

講　

師　

 

塚
越　

義
幸
氏
（
國
學
院
大
學
栃

木
短
期
大
学
国
文
学
科
教
授
）

定　

員　

人
（
先
着
順
）

受
講
料　

３
，０
０
０
円

（  ）

発
見
の
森
セ
ミ
ナ
ー

月
募
集

李り

白は
く

・
杜と

甫ほ

の
漢
詩
の
魅
力
に
迫
る

漢
詩
は
わ
が
国
で
は
、
鑑
賞
す
る
た
め
だ

け
の
も
の
で
は
な
く
、
創
作
す
る
も
の
と
し

て
和
歌
の
対
極
と
し
て
古
代
か
ら
現
在
に
至

る
ま
で
存
在
し
続
け
て
い
ま
す
。

本
講
座
で
は
、
わ
が
国
で
漢
詩
鑑
賞
の
対

象
と
し
て
、
李
白
や
杜
甫
の
詩
を
数
多
く
収

め
、
江
戸
時
代
中
期
以
降
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に

な
っ
た
『
唐
詩
選
』
を
取
り
上
げ
ま
す
。
そ

し
て
、『
唐
詩
選
』
の
絶
句
を
和
歌
に
仕
立

て
た
『
和
漢
草
』（
千
種
有
功
作
）
を
合
わ

せ
て
読
み
な
が
ら
、
漢
詩
と
和
歌
の
違
い
に

つ
い
て
も
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
さ
ら
に
、
漢
詩
の
き
ま
り
を
学
び
な
が

ら
、
現
在
ま
で
続
け
ら
れ
て
い
る
漢
詩
創
作

―
『
唐
詩
選
』の
世
界
を
繙

ひ
も
と

く
―

「
サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
in
日
本
工
業
大
学
」

参
加
児
童
を
募
集
し
ま
す
！

昨
年
度
は
、
機
械
工
学
科
の
先
生
方
に
ご
支

援
い
た
だ
き
、
午
前
中
に
も
の
づ
く
り
を
行

い
、
午
後
は
蒸
気
機
関
車
へ
の
乗
車
、
落
雷
実

験
、
太
陽
光
発

電
装
置
な
ど
、

施
設
見
学
を
行

い
ま
し
た
。

今
年
度
も
、

も
の
づ
く
り
と

学
校
施
設
見
学

の
サ
イ
エ
ン
ス

ス
ク
ー
ル
を
親

子
対
象
で
実
施

し
ま
す
。

期　

日

月

日
㈯

時　

間　

午
前
８
時
〜
午
後
６
時

場　

所　

日
本
工
業
大
学
（
埼
玉
県
宮
代
町
）

　
　
　
　

※
市
有
バ
ス
で
移
動

対　

象　

市
内
小
学
校
４
〜
６
年
生
の
親
子

定　

員

 

組
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
し
ま
す
）

※
詳
し
い
内
容
・
参
加
費
に
つ
い
て
は
、
後
日
、

学
校
を
通
じ
て
募
集
案
内
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

申
込
み

月

日
㈪
〜

月
５
日
㈮
に

本 

生
涯
学
習
課（
☎
（ ）
２
７
３
２
）へ 昨年度は二足歩行ロボットの原型を作りました。

日　

程　

 

月
１
日
、
８
日
、

日
、

日

の
水
曜
日
（
全
４
回
）

時　

間　

午
後
６
時

分
〜
８
時

場　

所　

栃
木
公
民
館
（
日
ノ
出
町
）

講　

師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
イ
プ
ロ
シ
ス

　
　
　
　

証
券
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

定　

員　

人
（
先
着
順
）

受
講
料　

２
，０
０
０
円

　

現
在
の
日
本
の
経
済
情
勢
を
知
り
、
そ
の

よ
う
な
時
代
の
中
で
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
作
成

す
る
必
要
性
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
重

要
な
お
金
に
つ
い
て
も
、
様
々
な
金
融
商
品

に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
を
学
ん
で
い
く
こ
と

で
、
ご
自
身
に
あ
っ
た
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
考

え
る
材
料
の
ひ
と
つ
と
し
ま
す
。
こ
の
機
会

に
今
後
の
生
活
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

〜
し
っ
か
り
学
ん
で
、
じ
っ
く
り
設
計
〜

申込みは、 月１日（月）　午前８時 分～
本  生涯学習課　☎ － ・ へ （土・日・祝日は除く）

生
涯
学
習

月号

物
観
察
を
行
い
、
ウ
ニ
の
解
剖
や
生

き
物
の
特
徴
を
と
ら
え
た
ス
ケ
ッ
チ

を
行
う
な
ど
、
貴
重
な
体
験
を
し
ま

し
た
。

３
日
目
は
何
と
４
時
に
起
床
し
、

海
か
ら
昇
る
朝
日
を
観
察
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
ゆ
る
や
か
に
丸
み

を
帯
び
た
水
平
線
が
紫
が
か
り
、
日

の
出
を
迎
え
る
と
、
今
は
廃
校
と

な
っ
て
い
る
網
長
小
学
校
の
校
歌
に

あ
る
「
朝
日
は
海
に
て
り
は
え
て
」

の
歌
詞
の
と
お
り
、
幻
想
的
な
景
色

が
目
の
前
に
広
が
り
ま
し
た
。
島
の

方
と
の
交
流
会
で
は
、
網
長
小
学
校

の
校
歌
を
大
き
な
声
で
歌
う
と
、
お

年
寄
り
た
ち
は
涙
を
流
し
て
喜
ん
で

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

青
い
空
と
透
き
通
る
海
。
心
温
ま

る
島
の
人
た
ち
の
心
遣
い
。
こ
の
３

日
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
の
も

児
童
た
ち
の
心
構
え
に
よ
る
も
の
で

し
た
。
講
座
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

清
掃
に
も
熱
心
に
取
り
組
み
、
来
た

と
き
以
上
に
き
れ
い
に
な
っ
た
宿
泊

施
設
が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
ま
し
た
。

日　

時　

月

日
、

日
の
月
曜

日　

午
前

時
〜
正
午

（
全
２
回
）

場　

所　

栃
木
公
民
館（
日
ノ
出
町
）

内　

容　

Ｃ
Ｄ
テ
キ
ス
ト
を
使
い
初

心
者
を
対
象
と
し
た
体
験

レ
ッ
ス
ン
で
す

講　

師　

谷
中
敦
氏

定　

員　

人
（
先
着
順
）

費　

用　

無
料

持
ち
物　

ウ
ク
レ
レ
（
持
っ
て
い
る

方
）、
筆
記
用
具

申
込
み　

月
５
日
㈮
ま
で
に
電
話

で 

本 

生
涯
学
習
課
（
☎

（ ）
２
７
０
５
・
２
７
０

６
）
へ
（
土
・
日
祝
日
は

除
く
）

☎
( )
０
３
５
２

（  ）

問合先　生涯学習課（☎ － )　e-mail：gakusyu＠city.tochigi.lg.jp

栃
木
公
民
館
は
、
市
民
会
館
の
名
称
で
親
し
ま

れ
て
い
る
建
物
の
中
に
あ
り
、
１
・
２
階
部
分
を

所
管
し
、
部
屋
の
貸
館
業
務
、
講
座
の
開
催
等
の

業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
３
階
部
分
は
女
性
青

少
年
課
所
管
の
働
く
婦
人
の
家
が
あ
り
、
同
じ
敷

地
内
に
は
栃
木
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
や
栃
木
市
勤

労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
な
ど
中
心
市
街
地
か

ら
少
し
は
ず
れ
て
お
り
ま
す
が
、
日
々
い
ろ
い
ろ

な
世
代
の
方
が
集
ま
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
や
思
い

思
い
の
運
動
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

栃
木
公
民
館
は
今
年

度
の
講
座
と
し
て
、
女

性
学
級
で
は
健
康
講
話

＆
リ
ズ
ム
体
操
や
手

芸
、
子
ど
も
サ
ー
ク
ル

で
は
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

や
楽
し
い
朗
読
、
高
齢

者
教
室
で
は
講
演
や
映

画
鑑
賞
、
現
地
学
習
会

を
開
催
し
、
生
涯
学
習

の
き
っ
か
け
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

公
民
館
は
皆
さ
ん
の
住
ん
で
い
る
地
域
に
あ

り
、
趣
味
の
サ
ー
ク
ル
活
動
や
団
体
の
会
議
等
に

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
詳
し
い
こ
と
は
お

近
く
の
公
民
館
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
だ
公
民
館
に
足
を
運
ん
だ
こ
と
の
な
い
方

は
、
お
友
達
を
誘
っ
て
お
気
軽
に
遊
び
に
来
て
く

だ
さ
い
。

こどもサークル「楽しい朗読」より

サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
を
網
地
島
で
開
催

８
月

〜

日
の
２
泊
３
日
で
宮

城
県
石
巻
市
に
あ
る
『
網あ

地じ

島し
ま

』
を

舞
台
に
『
サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
in

あ
じ
し
ま
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

１
日
目
は
、
フ
ェ
リ
ー
で
海
鳥
へ

の
エ
サ
や
り
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

カ
モ
メ
や
ウ
ミ
ネ
コ
が
飛
ん
で
き

て
、
エ
サ
を
つ
い
ば
む
様
子
が
観
察

で
き
ま
し
た
。
入
所
式
の
後
は
サ
イ

エ
ン
ス
講
座
で
、
実
験
を
通
し
て
浮

力
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
夜
空
の

観
察
で
は
、
い
ざ
校
庭
に
出
て
み
る

と
、満
点
の
星
空
。
子
ど
も
た
ち
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
夏
の
星
座
を
発
見
し
、

「
先
生
、
見
つ
け
ま
し
た
。」
と
次
々

に
元
気
な
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

島
の
方
々
も
、「
島
の
空
に
も
こ
ん

な
に
星
が
あ
っ
た
の
か
と
驚
い
た
。」

と
い
う
ほ
ど
星
が
き
ら
め
く
き
れ
い

な
夜
空
で
し
た
。

２
日
目
は
、
朝
か
ら
磯
の
生
物
探

し
を
行
い
ま
し
た
。
各
班
の
水
槽
は

魚
や
ヒ
ト
デ
、
貝
や
カ
ニ
、
ウ
ニ
な

ど
で
す
ぐ
に
一
杯
に
な
り
、
ま
る
で

水
族
館
の
よ
う
で
し
た
。
そ
の
後
、

白
浜
海
岸
に
移
動
し
て
、
地
元
の
あ

じ
朗
志
組
の
方
た
ち
に
お
世
話
に
な

り
、
シ
ー
サ
イ
ク
ル
を
体
験
し
ま
し

た
。
前
日
に
学
ん
だ
浮
力
を
意
識
し

な
が
ら
海
の
上
を
す
い
す
い
進
ん
で

い
き
ま
し
た
。
午
後
は
、
海
の
生
き

磯の生物探し
「ほら！ウニがとれたよ」

海の生き物観察
（ウニの解剖）

市
民
講
師
自
主
講
座
追
加
募
集

は
じ
め
て
の
ウ
ク
レ
レ
体
験

生
涯
学
習



はこのもり児童センター
（☎ － ）

○工作教室　クリスマス★ミッキー

リースを作ろう

▼日時　 月 日㈯ 時 分～ 時

▼対象　５歳以上 歳未満 人（先

着順）▼費用　無料▼申込み　 月

６日㈯～

そのべ児童館
（☎ － ）

○親子ビクス

▼日時　 月８日㈪ 時 分～ 時

分▼対象　１歳以上の未就園児と

保護者 組（先着順）▼講師　大橋

光子氏▼持ち物　飲み物、動きやす

い服装▼費用　無料▼申込み　 月

日㈬～

○ぷちぷちひろば

▼日時　 月９日㈫ 時 分～ 時

分（時間内参加自由）▼対象　０

～ か月児▼内容　プープーキノコ

作り▼費用　無料

○のびのびひろば

▼日時　 月 日㈬ 時 分～ 時

分（時間内参加自由）▼対象　１

歳以上の未就園児▼内容　プープー

キノコ作り▼費用　無料

いまいずみ児童館（☎ － ）
そのべ児童館（☎ － ）
２館合同行事

○観劇会　劇団ピッカリ座公演

　「オズの魔法使い」

▼日時　 月 日㈯開場 時 分／

開演 時▼場所　栃木文化会館▼定

員　 人▼費用　無料▼チケット

月６日㈯～２館窓口で配布（先着

順）※家族分のみとさせていただき

ます

いまいずみ児童館
（☎ － ）

○折り紙で作ってみよう！

▼日時　 月 日㈯、 日㈰ 時

分～ 時 分／ 時 分～ 時 分

（時間内参加自由）▼内容　折り紙

作品展に出展する作品 ｢なまずの恩

返し｣ をみんなで作ろう

○ママといっしょ

みんないっしょのクリスマス会

◇うさぎクラス（６～ か月児）

月３日㈮ 時 分～▼持ち物　バス

タオル

◇くまクラス（１～１歳 か月児）

月 日㈮ 時 分～

◇ぞうクラス（２歳以上の未就園児）

月 日㈮ 時 分～▼持ち物　ク

レヨン

☆３クラス共通

▼申込み　 月 日㈭～ 日㈰

○みんなであそぼう！

▼日時　 月 日㈮ 時 分～ 時

分（時間内参加自由）▼内容　

しっぽとりゲーム

○冬の花壇作り＆クリスマスリース作り

▼日時　 月 日㈯ 時～▼対象　

４歳児以上 人（先着順）▼内容　

球根や苗を植えて花壇を飾ろう＆植

物のつるを使ってリースを作ろう▼

持ち物　帽子、水筒、リースに付け

たい飾り、汚れても良い服装▼申込

み　 月 日㈭～

☆共通事項

▼費用　無料▼申込み　電話又は直

接いまいずみ児童館へ

大平児童館
（☎ － ）

○子どもフェスティバル

【アジアVS欧米】

～文化の比較と体感～

　文化という視点で欧米とアジアを

比較しながら楽しめるコーナーを用

意しました。

▼日時　 月６日㈯ 時～ 時 分

※雨天決行▼内容　チャレンジコー

ナー（射的コーナー・コスプレ写真館・

ナポリくじ・バリ人形ぬりえ・キャン

ドル製作など）／フードコーナー（伝

統耳うどん・タコス・焼印アメリカン

ドッグ・キーマカレー＆ナン　など）

／その他のコーナー（ミュージック

ステージ・スターウォッチングなど）

※コーナーは、変更になる場合もあ

ります。

さくら３Ｊホール
（児童館／☎ － ）

○キッズサロン（ウインターコース）

▼日時　平成 年１月上旬～隔週金

曜日 時～ 時 分▼対象　平成

年４月～平成 年 月生まれの幼児

と保護者 組（先着順）▼内容　ふ

れあい遊び、リズム遊び、ゲーム遊

び等▼その他　当日は２班に分かれ

て実施、班と日程は後日郵送▼申込

み　 月 日㈬～ 月８日㈬ 時～

時に電話でさくら保育園へ

地域子育て支援センターおおひら
（☎ － ）

○ころころ広場

▼日時　 月９日㈫・ 日㈫ 時

分～ 時 分（時間内参加自由）▼

場所　大平みなみ児童館▼対象　０

～３歳児と保護者▼内容　七五三の

袋製作、楽器遊び

○赤ちゃんサロン

▼日時　 月 日㈭、 日㈭ 時

分～ 時 分▼場所　大平みなみ児

童館▼対象　０歳児と保護者 組

（託児５人）▼その他　申込み受付中

○子育て支援研修会

▼日時　 月１日㈬ 時～ 時 分

▼場所　大平隣保館▼対象　市民約

人▼内容　子どもにとって、いま、

何が必要なのか～気持ちを伝えあえ

る関係づくり～▼講師　佐藤秋子氏

（國學院大學栃木短期大学助教授）

▼その他　託児あり▼申込み　 月

２日㈫～

○赤十字幼児安全法講習会

▼日時　 月７日㈫ 時 分～ 時

▼場所　大平みなみ児童館▼対象　

０歳児の保護者 人（先着順）▼内

容　子どもの病気（インフルエンザ）

の看病の仕方・応急手当等▼講師　

日赤幼児安全法指導員▼費用　 円

（テキスト代／当日集金）▼持ち物

バンダナ（大きめのハンカチ）、動

きやすい服装▼その他　託児あり▼

申込み　 月９日㈫～

子育てひろば

児童館、子育て支援センター等
のお知らせです。

（未就学児は
　　保護者同伴）

子
育
て

　

ひ
ろ
ば

月号（  ）

○双子ちゃん集まれ

▼日時　 月 日㈪ 時～ 時 分▼

対象　就学前の双子と保護者又は双

子を妊娠中の方▼内容　ふれあい遊

び、パネルシアター、助産師相談等

○英語で遊ぼう　クリスマスパー

ティー

▼日時　 月 日㈮ 時 分～ 時

分※９時 分集合（記念撮影のた

め）▼場所　さくら保育園▼対象　

１歳６か月以上の未就園児と保護者

組（先着順）▼参加費　 円（プ

レゼント代他）▼申込み　 月８日

㈪～ 日㈮ 時～ 時

○健康相談

▼日時　 月 日㈪ 時～ 時▼内

容　身体計測※午前中、助産師相談

有（予約不要）

けやき保育園子育て支援センター
（きらり／☎ － ）

○身体測定・手形の日

◇０～２歳未満　 月１日㈪、２日㈫、

月３日㈮、６日㈪ 時～ 時 分

◇２歳以上　 月 日㈪、 月 日

㈫ 時～ 時 分

○絵本の会

▼日時　 月 日㈫ 時～ 時 分

○カレンダー作り

▼日時　 月 日㈪、 日㈭、 日

㈪ 時～ 時 分▼内容　折り紙を

使ったカレンダー作り

○親子エアロビクス

▼日時　 月 日㈭ 時 分～ 時

分▼対象　２歳児以上と保護者

組（先着順）▼申込み　 月１日㈪、

２日㈫、４日㈭※電話受付 時～

ひがしのもり保育園子育て支援センター
（ふれあいポッケ／☎ － ）

○パネルシアターをみてうたおう

▼期日等　６か月～１歳５か月児と

保護者 月１日㈬、６日㈪、 日㈮、

日㈬、 日㈪／１歳６か月児～２

歳 か月児と保護者 月３日㈮、９

日㈭、 日㈪、 日㈮▼時間　 時

分～ 時 分▼定員　各回 組

（先着順）▼申込み　 月 日㈫～

日㈭

さくら３Ｊ学童クラブ
平成 年度入会説明会

▼日時　 月 日㈪ 時～※こども

同伴可▼対象　新１年生（平成 年

度）▼場所　さくら３Ｊホール▼バ

ス運行小学校（平成 年度現在）　

栃中小、栃三小、栃四小、栃五小、

南小、大宮北小、皆川城東小、吹上

小、千塚小、寺尾南小、寺尾中央小

▼申込先　 月１日㈪～ 日㈮ 時

～ 時に電話でさくら３Ｊホール

（☎ － ）へ

地域子育て支援センター
（☎ － ）

○プチなかよしタイム

▼日時　 月 日㈫ 時～ 時▼場

所　地域子育て支援センター▼対象

平成 年 ～ 月生まれの乳児と保

護者 組（先着順）▼内容　親子で

ふれあい遊び、はこのもり保育園長

の話、子育ての情報交換▼費用　無

料▼申込み　 月１日㈪～

地域子育て支援センターつが
（☎ － ）

▼日時　 月 日㈬ 時～ 時▼対

象　未就園児の乳幼児と保護者 組

（先着順）▼内容　親子でふれあい

遊び、布製簡単リースつくり、子育

て情報交換▼費用　無料▼申込み　

月４日㈭～

さくら保育園子育て支援センター
（ゆめふうせん／☎ － ）

○マタニティー＆ベビーの日

▼日時　 月 日㈭ 時～ 時▼対

象　妊娠５か月以上（臨月除く）の

妊婦又は夫婦（３組）▼内容　赤ちゃ

んのお世話・調乳、おやつ試食▼費

用　無料　※電話で申込み

○親子ふれあい給食

▼期日　 月 日㈮▼受付　 時～

時 分▼定員　５組（先着順）▼

参加費　親子で 円（離乳食あり）

平
成

年
度
学
童
保
育
入
会
申
込
み
受
付

　

放
課
後
、
保
護
者
が
就
労
等
で
い
な
い
家
庭
の
児
童
を
対
象
に
学
童
保

育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◇
受
付　

月
１
日
㈬
〜

日
㈬

◇
対
象　

左
記
の
対
象
校
に
在
籍
、
又
は
入
学
予
定
の
小
学
６
年
生
ま
で
の
児
童

◇
対
象
校　

栃
中
小
、
栃
三
小
、
栃
四
小
、
栃
五
小
、
南
小
、
大
宮
北
小
、

吹
上
小
、
大
平
地
区
内
小
学
校
、
藤
岡
地
区
内
小
学
校
、
都
賀
地
区
内

小
学
校

※
詳
し
く
は
、
左
記
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
・
問
合
先　

本　

こ
ど
も
課　

☎
（ ）
２
５
４
７

　
　
　
　
　
　
　
　

大　

こ
ど
も
課　

☎
（ ）
９
２
２
３

　
　
　
　
　
　
　
　

藤　

健
康
福
祉
課　

☎
（ ）
０
９
０
４

　
　
　
　
　
　
　
　

都　

健
康
福
祉
課　

☎
（ ）
１
１
０
３

　
　
　
　
　
　
　
　

各
学
童
保
育

 

※
申
込
用
紙
は
、
本
庁
・
各
総
合
支
所
に
あ
り
ま
す
。

 　

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

平
成

年
度
学
童
保
育

 

小
学
６
年
生
ま
で
の
入
会
受
付

　

次
の
対
象
校
に
限
り
、

月
よ
り
小
学
６
年
生
ま
で
の
受
け
入
れ
を
実

施
し
ま
す
。

　

利
用
希
望
の
方
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
受
付　

月
１
日
㈪
〜

日
㈭

◇
対
象
校　

栃
中
小
、
栃
三
小
、
栃
四
小
、
南
小
、
吹
上
小

※
書
類
審
査
・
面
接
あ
り

◇
申
込
・
問
合
先　

本　

こ
ど
も
課　

☎
（ ）
２
５
４
７

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
（
学
童
保
育
）

 

指
導
員
・
代
替
指
導
員
募
集

◇
資
格　

保
育
士
、
幼
稚
園
・
小
学
校
教
諭
な
ど
の
資
格
を
有
す
る

歳

く
ら
い
ま
で
の
方

◇
募
集
人
員　

７
人

◇
申
込
・
問
合
先

 

月

日
㈭
ま
で
に　

本　

こ
ど
も
課
（
☎
（ ）
２
５
４
７
）
へ

子
育
て

　

ひ
ろ
ば

月号（  ）



健　診 ※健診は個別通知します。

内容 地区 期　日 受付時間

４か月児
健診

栃木
月 日㈭

月 日㈬
： ～ ：

大平 月４日㈭ ： ～ ：

藤岡 月 日㈮ ： ～ ：

都賀 月 日㈬ ： ～ ：

９か月児
健診

栃木 月 日㈬ ： ～ ：

大平 月５日㈮ ： ～ ：

藤岡 月 日㈮ ： ～ ：

都賀 月 日㈬ ： ～ ：

１歳６か月児
健診

栃木
月５日㈮

月 日㈫
： ～ ：

大平 月 日㈬ ： ～ ：

藤岡 月 日㈮ ： ～ ：

３歳児
健診

栃木
月４日㈭

月 日㈭
： ～ ：

大平 月 日㈭ ： ～ ：

２歳児
歯科健診

栃木 月９日㈫
９： ～９：

： ～ ：

都賀 月 日㈭ ： ～ ：

※通知でご案内したお時間にお越しください。

すくすく

教室

地区 主な内容（藤岡は２回１コース） 日　程 時　間 対　象

大平
①　離乳食教室

月 日㈬ ： ～ Ｈ .７～８月生
②　子育て相談

藤岡
①　離乳食実習 月 日㈬ ： ～

Ｈ .７～８月生
②　ベビーマッサージ　　 月 日㈬ ： ～

子育てサロン
ママの交流の場としてご利用ください。
　保健師等による育児相談も実施しています。

地区 日　時 同時開催内容や対象者

栃木 月１日㈪ ： ～ 子育て相談・離乳食教室

大平 月８日㈪９： ～ 子育て相談

藤岡 月 日㈪ ： ～ 　対象者（Ｈ . ～ 月生）
※対象外の方は ： ～です

都賀 月 日㈬９： ～ 子育て相談・栄養のお話

母子保健のご案内 本 庁 健 康 増 進 課　【☎ － 】
大平総合支所健康福祉課　【☎ － 】
藤岡総合支所健康福祉課　【☎ － 】
都賀総合支所健康福祉課　【☎ － 】

　交通事故やスポーツ外傷の後、頭痛やめまい等の症状
がみられる場合には、安静を保ちつつ医療機関を受診し
てください。
　現在、この病気は研究が進められている段階であり、
診療を行っている医療機関は少ない現状です。
　詳しくは、栃木県ホームページ等で公表していますの
で、ご確認ください。

対応方法は？

知ってい
ますか？脳脊髄液減少症

脳脊髄液減少症とは？

　交通事故やスポーツ外傷など体へ
の強い衝撃により、脳脊髄液が漏れ、
減少することによって、頭痛、首の
痛み、めまい、吐き気、耳鳴りなど
の様々な症状が出る病気です。

教　室※事前に申し込みください。

両親教室

主な内容
（ ４回１コース）

対象地区／会場／日程

栃木・都賀
（栃木保健福祉センター）

大平・藤岡
受付時間

（ゆうゆうプラザ） （藤岡福祉センター）

①　妊娠中の生活・栄養指導　 月３日㈮ 月７日㈫ 終了 ： ～

②　育児について・妊婦体操 月 日㈬ １月 日㈭ 終了 ： ～

③　妊婦体験・沐浴指導など １月 日㈯ ２月 日㈯ 終了 ９： ～

④　呼吸法・母乳の手入れ １月 日㈮ ３月 日㈭ 月５日㈮ ： ～

健
診
・

　
　

検
診

月号（  ）

＜ 月の検診の案内＞
健康のため年に１回
健康診断を受けましょう

検診項目 対象者
（平成 年３月 日現在）

自己
負担額

特定健康
診査

身体計測・血圧・診察
尿・血液検査・心電図等

～ 歳の方で特定健康
診査受診券をお持ちの方

国保加入
者は無料

後期
高齢者
健康診査

身体計測・血圧・診察
尿・血液検査・心電図等

後期高齢者医療制度加入者
（受診券が必要です） 無料

生活
機能
評価

介護予防を目的とし
て身体機能などの
チェックをします

歳以上
（ただし、介護保険に認定
されている方は対象外）

無料

胃がん
検診

バリウムによる
レントゲン撮影

歳以上
（ 歳以上の方は無料）

円

肺がん
検診

胸部レントゲン撮影 円

喀
かく

痰
たん

細胞診 円

大腸がん
検診

便潜血検査
（２日間法） 円

前立腺
がん検診

採血
（男性のみ） 円

子宮がん
検診

細胞診
（頸部のみ） 歳以上（女性のみ） 円

乳がん
検診

超音波検査 ～ 歳（女性のみ） 円
マンモグラフィ＋
超音波検査 歳以上（女性のみ） , 円

肝炎
ウィルス
検診

B 型＋ C型 ① 歳の方
② 歳以上で過去に受診
したことがない方

円
B型 円
C型 円

骨粗
しょう
症検診

超音波測定
女性　 ・ ・ ・ ・ ・
　　　 ・ ・ ・ ・ 歳
男性　 ・ ・ 歳

円

集団検診（特定健診・後期高齢者健診・がん検診等）　受付８： ～ ： 　◎お申し込みください

月 日 曜日 会　　場 男女別
受診項目

特定健診・肝炎ウィルス
胃がん・肺がん・大腸がん

前立腺
がん

子宮がん
乳がん 骨密度

１ 水 栃木保健福祉センター 女性のみ ○ × ○ ○
３ 金 栃木保健福祉センター 男女 ○ ○ × ×
４ 土 ゆうゆうプラザ（大平） 男女 ○ ○ ○ ○
９ 木 都賀保健センター 男女 ○ ○ ○ ○

金 都賀保健センター 男女 ○ ○ ○ ○
日 都賀保健センター 男女 ○ ○ ○ ○
月 栃木保健福祉センター 男女 ○ ○ ○ ○
木 栃木保健福祉センター 男女 ○ ○ ○ ○
金 藤岡福祉センター 女性のみ ○ × ○ ○
土 栃木保健福祉センター 女性のみ ○ × ○ ○
火 ゆうゆうプラザ（大平） 男女 ○ ○ ○ ○

こころの健康相談

３ 金
ゆうゆう
プラザ
（大平）

： ～ ：
※予約制。専門のカウンセ
ラーが相談に応じます。
事前に申込みください。

月
市民相談室
（本庁舎内）

９： ～ ：
（ ： ～ ： を除く）
※予約不要。
　直接お越しください。

月
月
月

栄養相談・健康相談
予約制です。各総合支所へ問い合わせてください。

２ 木 都賀保健センター ： ～ ：

３ 金 ゆうゆうプラザ（大平） ： ～ ：

６ 月 栃木保健福祉センター ９： ～ ：

７ 火 藤岡福祉センター ９： ～ ：

木 栃木保健福祉センター ９： ～ ：

子宮・乳がんのみの検診日（追加）
　 月 日㈪
 受付時間　 ： ～ ： 　

 栃木保健福祉センター

申込方法　電話又は直接窓口へ

　各健診日の２週間前までに申し込み
ください。藤岡・都賀地区で事前に申
し込みをされている方は、再度申し込
む必要はありません。
（生活保護および市民税非課税世帯の方で
料金免除を希望する方は受診日の１週間
前までに申請ください。検診当日の申し
出は免除できません）

健診当日
受付時間　８： ～ ：
お持ちいただくもの
受診券、保険証、受診票（集団検診
のおしらせ）
※社会保険の被扶養者で受診券がない
方は、ご加入の健保組合等に、ご確認
ください。

健診結果
　健診の約１か月後に郵送もしくは結
果説明会で結果をお返しします。

健
診
・

　
　

検
診

月号（  ）



◎
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

◇
期
限　

平
成

年
３
月

日
㈭

◇
場
所　

市
内
協
力
医
療
機
関

※
予
約
が
必
要
。
栃
木
市
以
外
の
医

療
機
関
で
受
け
る
場
合
は
、
依
頼

書
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
最
寄
り
の
総
合
支
所
等
へ
連

絡
く
だ
さ
い
。

◇
対
象　

市
内
在
住
、

歳
以
上
で

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
希

望
す
る
方

※

歳
以
上

歳
未
満
の
方
で
も
、

心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
の
機
能
又

は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
免
疫
の
機
能
に
障
が
い
を
有
す

る
方
は
、
希
望
に
よ
り
接
種
可
能
。

（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
の
コ
ピ
ー

又
は
医
師
の
診
断
書
が
必
要
）

◇
回
数　

１
回

◇
費
用　

１
，０
０
０
円

◎
小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

◇
期
限　

平
成

年

月

日
㈭

◇
場
所　

市
内
協
力
医
療
機
関

※
予
約
が
必
要
で
す
。
市
外
の
医
療

機
関
で
受
け
る
場
合
は
、
最
寄
り

の
総
合
支
所
等
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇
対
象　

市
内
在
住
の
満
１
歳
以
上

小
学
校
就
学
前
の
お
子
さ
ん
で
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
希
望

す
る
方

◇
助
成
回
数　

２
回

◇
助
成
費
用　

２
，０
０
０
円

☆
共
通
事
項

　

満
１
歳
以
上
、
高
齢
者
、
小
児
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
希
望

す
る
方
で
、
生
活
保
護
世
帯
、
市
民

税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
方
は
、
事

前
に
申
請
を
し
、
確
認
通
知
書
の
発

行
を
受
け
、
医
療
機
関
の
窓
口
に
提

示
い
た
だ
く
事
に
よ
り
、
無
料
で
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
申
請
・
問
合
先

本　

健
康
増
進
課 

☎
（ ）
３
５
１
１

大　

健
康
福
祉
課 

☎
（ ）
１
７
８
８

藤　

健
康
福
祉
課 

☎
（ ）
０
９
０
４

都　

健
康
福
祉
課 

☎
（ ）
１
１
０
３

　

平
成

年
４
月
１
日
、
国
の
方
針

に
基
づ
き
３
歳
児
の
１
期
初
回
接
種

に
対
し
勧
奨
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

対
象
者
に
は
通
知
書
、
予
診
票
等

を
お
送
り
し
て
い
ま
す
の
で
、
よ
く

お
読
み
い
た
だ
き
お
受
け
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
勧
奨
対
象
者
以
外
の
お
子

さ
ん
に
つ
い
て
は
現
在
も
勧
奨
通
知

は
見
合
わ
せ
て
い
ま
す
が
、
希
望
さ

れ
る
場
合
は
接
種
可
能
で
す
。な
お
、

市
外
の
医
療
機
関
で
接
種
を
希
望
さ

れ
る
場
合
に
は
依
頼
書
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
総
合
支
所

等
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
者

○
平
成

年
度
３
歳
の
お
子
さ
ん

○
７
歳
６
か
月
未
満
で
未
接
種
の
お

子
さ
ん

◇
接
種
場
所　

市
内
協
力
医
療
機
関

※
要
予
約

◇
費
用　

無
料

◇
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
記
入

し
た
予
診
票

☆
積
極
的
な
勧
奨
差
し
控
え
に
よ
っ

て
、
接
種
機
会
を
逃
し
て
し
ま
っ
た

（
７
歳
６
か
月
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
）

お
子
さ
ん
に
つ
い
て

　

平
成

年
８
月

日
、
国
は
予
防

接
種
法
令
の
一
部
改
正
を
行
い
、
積

極
的
な
勧
奨
差
し
控
え
に
よ
り
第
１

期
３
回
を
接
種
せ
ず
に
７
歳
６
か
月

に
達
し
て
し
ま
っ
た
お
子
さ
ん
に
つ

い
て
、
９
歳
以
上

歳
未
満
の
間
に

公
費
負
担
（
無
料
）
で
の
接
種
機
会

を
設
け
ま
し
た
。
接
種
回
数
は
第
１

期
の
残
り
の
回
数
分
で
す
。

　

な
お
、
現
在
７
歳
６
か
月
以
上
９

歳
未
満
の
お
子
さ
ん
は
、９
歳
に
な
っ

て
か
ら
公
費
負
担(

無
料)

に
よ
る

接
種
が
可
能
で
す
。
た
だ
し
、
引
き

続
き
接
種
勧
奨
は
し
ま
せ
ん
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
最
寄
り
の
総
合
支
所

等
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
先

本　

健
康
増
進
課 

☎
（ ）
３
５
１
１

大　

健
康
福
祉
課 

☎
（ ）
１
７
８
８

藤　

健
康
福
祉
課 

☎
（ ）
０
９
０
４

都　

健
康
福
祉
課 

☎
（ ）
１
１
０
３

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

 

お
知
ら
せ

日
本
脳
炎
予
防
接
種

 
に
つ
い
て

障がいの手当 申請のお知らせ
　障がいの状態や種類・程度、介護の必要性など条件に合う場合は手当を受けることができます。

手当名 対象者・支給月額 支給制限

特別児童扶養手当
歳未満の障がい児を持つ親、養育者
１級・・・ , 円　２級・・・ , 円

・所得が一定以上ある時
・児童が施設に入所した時

特別障がい者手当
歳以上の重度心身障がい者（異なる重度の障がいが
２つ以上）で常時、特別な介護を必要とする在宅の方
 , 円

・所得が一定以上ある時
・施設に入所した時
・病院、診療所に３か月
　以上入院した時

障がい児福祉手当
歳未満の重度心身障がい児で常時、介護を必要とす
る在宅の方 , 円

・所得が一定以上ある時
・児童が施設に入所した時

重度心身障がい児
扶養手当

身体障害者手帳１・２級、療育手帳A１・A２に該当す
る 歳未満の障がい児を扶養している保護者 , 円

・児童が施設に入所した時

特定疾患者
介護手当

特定疾患者、小児慢性特定疾患者 , 円
※特定疾患者医療受給者証、小児慢性疾患特定疾患者
医療受診券をお持ちの方

・なし

◇申請・問合先

　本  福祉サービス課（☎ － ）　　大  健康福祉課（☎ － ）

　藤  健康福祉課（☎ － ）　　　　都  健康福祉課（☎ － ）

健
診
・

　
　

検
診

月号（  ）

　

対
象
者
の
方
に
は
、
通
知
を
お
送

り
し
ま
し
た
の
で
、
忘
れ
ず
に
受
け

て
く
だ
さ
い
。

◇
日
程

月
８
日
㈪
、

日
㈬
、

日
㈮

◇
受
付

時

分
〜

時

◇
場
所　

栃
木
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
今
泉
町
２
丁
目
）

☆
お
願
い

○
６
か
月
未
満
の
お
子
さ
ん
は
、
必

ず
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
が
済
ん
で
か
ら
受

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
指
定
さ
れ
た
会
場
以
外
で
受
け
た

い
場
合
は
、
そ
の
総
合
支
所
等
に

直
接
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先

本　

健
康
増
進
課

☎
（ ）
３
５
１
１

大　

健
康
福
祉
課

☎
（ ）
１
７
８
８

藤　

健
康
福
祉
課

☎
（ ）
０
９
０
４

都　

健
康
福
祉
課

☎
（ ）
１
１
０
３

◎

月
４
日
㈭

時
〜

時

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
藤
岡
店

（
藤
岡
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
主
催
）

◎

月

日
㈫
９
時

分
〜

時

　

栃
木
市
役
所

問
合
先

本　

健
康
増
進
課

☎
（ ）
３
５
１
１

☆休日・夜間救急診療のお知らせ☆
栃木地区急患センター 月の当番医師　境町（医師会病院隣）☎ －

診療時間等　平日： 時～ 時（内科／小児を含む）　休日：９時～ 時（内科／小児を含む）（外科）
※変更になる場合もありますので、事前に電話確認をしてからお出かけください。 ・月～土曜日の 時以降

栃木消防本部☎ －

・休日の 時以降
（日曜・祝日・年末年始）
栃木消防本部☎ －

１ 月 川島 （かわしまクリニック） 火 新村 （新村ファミリークリニック）

２ 火 成田 （成田内科） 水 秋元 （秋元クリニック）

３ 水
内：土谷 （土谷医院） 木 川田 （かわたクリニック）

外：大山 （大山整形外科） 金 山田 （合戦場クリニック）

４ 木 野崎 （野崎医院） 土 江口 （えぐち内科クリニック）

５ 金 筒井 （筒井医院）
日

内：斉藤（伸） （さいとう小児科）

毎週日曜日 時～ 時
　市内の小児科開業医が中心と
なって実施しています。

対象　０歳～中学生
場所　とちの木病院（大町）

☎ －

６ 土 青木（虎） （青木医院） 外：与倉 （与倉ペインクリニック）

７ 日
内：田村 （田村医院） 月 高田 （高田クリニック）

外：藤沼（彰） （藤沼医院）
火

内：河口 （河口医院）

８ 月 青木（章） （静和医院） 外：小山 （みずほクリニック）

９ 火 腰塚（学） （ちづかクリニック） 水 中村（昭） （なかむら耳鼻咽喉科クリニック）

水 竹田 （竹田内科医院） 木 長谷川 （長谷川医院）

木 関口（弘） （関口医院） 金 小林 （こばやしクリニック）

金 中坪 （なかつぼクリニック） 土 盛川 （サンライズクリニック）

毎日 時～ 時
☎ － －
プッシュ回線の場合　 

＃

土 玉野 （たまのクリニック）
日

内：桜井 （桜井こどもクリニック）

日
内：小森谷 （小森谷内科医院） 外：亀田 （亀田整形外科医院）

外：酒井 （酒井整形外科医院） 月 石塚 （好生医院）

月 青木（虎） （青木医院） 火 大森 （うづまクリニック）

※市のホームページにも掲載していますのでご覧ください。

　糖尿病実態調査によると、現在、成人の６人に１人が糖尿病またはその予備軍です。糖尿病は、食事や運動
などの生活習慣を改善することで予防することができます。
　下記の８つのポイントを参考にご自分の生活習慣を見直してみましょう。

⒈　肥満を予防・解消しましょう
 あなたの適正体重は？計算してみましょう。
 身長（ｍ）×身長（ｍ）× ＝ ㎏

⒉　食事は決まった時間に
 １日３食時間をかけて
⒊　野菜・海藻を
 しっかり食べましょう
⒋　まとめ食いをしないように
 しましょう

⒌　お菓子や甘いジュースは
 控えましょう
⒍　お酒は１日１合、
 週に２日は休肝日を
⒎　適度な運動をしましょう
　　日常生活でこまめに
 体を動かしましょう
⒏　年に１度は定期健診を
 受けましょう

～予防のカギは食事と運動～

糖尿病の予防のために　

月 日は

世界糖尿病予防デー

ポ
リ
オ（
小
児
ま
ひ
）予
防
ワ
ク
チ
ン

投
与
―
平
成

年

月
予
定
―

♥
愛
の
献
血
に
ご
協
力
を
♥

健
診
・

　
　

検
診

月号（  ）



相談業務のご案内
ご相談はお気軽にどうぞ　相談は無料で、秘密は厳守します。

相　　　　談 日　　時 場所／問合先

○弁護士相談（事前に要予約）
第２・第４金曜日
10：00～12：00

本庁／本庁市民生活課
☎21－2144

○弁護士相談（事前に要予約）
奇数月第３木曜日
10：00～12：00

大平隣保館／大平総合支所人権推進課
☎43－6611

○弁護士相談（事前に要予約）
偶数月第３火曜日
10：00～12：00

藤岡公民館／藤岡総合支所市民生活課
☎62－0903

○総合相談
（行政・人権・家庭児童・青少年）

第２・第４金曜日
10：00～12：00

本庁／本庁市民生活課
☎21－2144

○合同相談
（心配・困りごと・人権・行政）

第５火曜日
９：30～11：30

老人憩いの家／都賀総合支所市民生活課
☎29－1102

○市民相談（日常生活の問題など）
月～金曜日
８：30～17：15

本庁舎市民相談室／本庁市民生活課
☎21－2144

○消費生活相談
月～金曜日
９：00～16：00

市民会館／消費生活センター
☎23－8899

○年金相談
第４土曜日
10：00～12：00

大平隣保館／大平総合支所人権推進課
☎43－6611

○外国人相談
第３土曜日
20：00～22：00

大平隣保館／大平総合支所人権推進課
☎43－6611

○行政相談
第１・第３火曜日
９：30～11：30

ふるさとふれあい館／大平総合支所市民生活課 
☎43－9211

○行政相談
第２火曜日
10：00～12：00

藤岡福祉センター／藤岡総合支所市民生活課 
☎62－0903

○人権相談
月～金曜日
８：30～17：15

第四地区コミュニティセンター／本庁人権推進課 
☎24－2444

○人権相談
11月10日
10：00～12：00

藤岡福祉センター／藤岡総合支所市民生活課
☎62－0903

○いじめ相談電話
土 ･日 ･祝日 ･時間外は留守番電
話 ･FAX

月～金曜日
９：00～17：00

市民会館／青少年センター
☎24－0667　FAX23－6566

○青少年相談
（非行問題・不登校など）　

月～金曜日
９：00～17：00

市民会館／青少年センター
☎24－0667　FAX23－6566

○女性のチャレンジ電話相談
（就職・再就職の相談）

火～土曜日
９：00～16：00

パルティとちぎ男女共同参画センター
☎028－665－7712

Ｉ
Ｔ
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
用
心

　
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
の
無
料
サ
イ
ト
に

ア
ク
セ
ス
し
て
い
た
ら
、
突
然
会
員
登
録
さ

れ
、
高
額
な
利
用
料
金
を
請
求
さ
れ
た
と
い
っ

た
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
消

費
者
の
パ
ソ
コ
ン
に
ウ
ィ
ル
ス
（
不
正
プ
ロ

グ
ラ
ム
）
を
感
染
さ
せ
、
利
用
料
金
の
請
求

画
面
を
消
せ
な
い
よ
う
に
し
て
消
費
者
を
不

安
に
さ
せ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
よ
う
で
す
。

事
例

　
パ
ソ
コ
ン
の
迷
惑
メ
ー
ル
を
誤
っ
て
開
い

て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
「
入
会
あ
り
が
と
う
」

と
画
面
表
示
が
出
て
き
た
。
登
録
料
を
２
日

以
内
に
支
払
う
よ
う
記
載
さ
れ
た
画
面
が
表

示
さ
れ
、
削
除
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
ま
た
、
無
料
ゲ
ー
ム
等
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

か
ら
巧
み
に
誘
導
さ
れ
会
員
登
録
さ
れ
て
い

る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

＊
安
易
に
無
料
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
な
い

＊
登
録
し
た
覚
え
の
な
い
サ
イ
ト
事
業
者
に

は
連
絡
し
な
い

　
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
て
し
ま
っ
た
時
は
、
一

人
で
悩
ま
ず
に
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
市

民
会
館
／
日
ノ
出
町
／
☎
（23）
８
８
９
９
）
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

開
設
時
間
　
月
〜
金
曜
日
９
時
〜
16
時

く
ら
し
の
窓

11月号（ 34 ）



中田　旺
おう

我
が

ちゃん 辻　琢
たく

磨
ま

ちゃん 松本みのりちゃん 堀　楓
ふう

花
か

ちゃん 塚原　美
み

緒
お

ちゃん

小杉　琉
る

世
せい

ちゃん

糸井川柚
ゆず

葉
は

ちゃん

藤田　空
そら

音
ね

ちゃん

坊垣内航
こう

大
だい

ちゃん 小平　壱
いっ

心
しん

ちゃん カネダ慶
けい

進
しん

ちゃん 針谷　登
と

愛
あ

ちゃん

山中　陽
ひ

代
より

ちゃん 臼井　花
か

綸
りん

ちゃん

朝倉　啓
けい

翔
と

ちゃん

穂坂　大
だい

地
ち

ちゃん 別井　奏
かな

斗
と

ちゃん

萩原琥
こ

太
た

郎
ろう

ちゃん

木野内寿
す

々
ず

花
か

ちゃん

鈴木　翔
と

湧
わ

ちゃん

橋爪　允
みつ

紀
き

ちゃん

福地　留
る

奈
な

ちゃん

寺内　寛
かん

哉
や

ちゃん

開
　
場
　
午
後
１
時
30
分

開
　
演
　
午
後
２
時

入
場
料
　
１
階
席
２
，５
０
０
円

　
　
　
　
２
階
席
１
，５
０
０
円

　
　
　
※
詳
し
く
は
、
15
ペ
ー
ジ
に
掲
載

◇
問
合
先
　
栃
木
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
実
行
委
員
会

 

（
本

　
文
化
課
内
／
☎
（21）
２
７
４
１
）

12
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰

　
栃
木
文
化
会
館
（
旭
町
）

木の花ホームの姉妹店

栃木市野中町 1382－2 FAX：0282－20－1145 営業時間 9：00～19：00 水曜定休日

（募集）写真の裏に赤ちゃんの名前（ふりがな）・生年月日・住所・電話番号・保護者名を
記入して〒328－8686市役所企画課へ。応募多数の場合抽選。写真は返却しません。

締切り　　　平成22年１月生まれ　11月18日（木）
（当日必着）　平成22年２月生まれ　12月15日（水） 企画課　☎21－2226 　

わが家の天
エンゼル

使（平成21年11月生まれの赤ちゃん） 新生栃木市誕生記念
市民ミュージカル
『こころに太陽を持て』
☆チケット好評発売中☆

11月号（ 35 ）



まちの話題

９月26日㈰渡良瀬遊水地
熱気球の親子体験搭乗会

８月31日㈫栃木保健福祉センター
第１回栃木市・西方町合併協議会

９月４日㈯ゆうゆうプラザ
こども料理コンクール

８月25日㈬　大平東地区公民館
平成22年度地域市政懇談会（８～11月開催）

９月25日㈯栃木文化会館
小江戸サミット2010

９月４日㈯大平東小・９月26日㈰栃木第５小
防災訓練

11月号

発
行
日
　
毎
月
20
日
　
　 

　   

発
行
　
栃
木
市
　
〒
328̶

8686
栃
木
県
栃
木
市
入
舟
町
７
番
26
号
　
　 

　   

編
集
　
企
画
部
企
画
課
　
☎
０
２
８
２
（21）
２
２
２
４

（ 36 ）


